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iPodclassicの基本

このたびは iPodclassic をご購入いただき、ありがとうございます。
この章では、iPodclassic の機能、コントロールの使用方法などにつ
いて説明します。

iPodclassic を使用するには、音楽、ビデオ、写真、およびその他のファイルをお使いのコン
ピュータに保存してから、iPodclassic に追加します。

iPodclassic は、単なる音楽用プレーヤーではありません。iPodclassicは、以下の用途にも使用
できます：

Â 曲、ビデオ、およびデジタルフォトを同期し、持ち歩いて聴いたり見たりする

Â



Podcast（インターネット経由で配布される、ダウンロード可能なオーディオやビデオ番組）
を聴く

Â ビデオをiPodclassicやテレビ（オプションのケーブルを使用）で観る

Â 写真をBGM付きスライドショーとしてiPodclassicで表示する、またはオプションのケーブル
を使ってテレビで表示する

Â



iTunesStoreまたはaudible.comから購入したオーディオブックを聴く

Â



iPodclassic を外部ディスクとして使用して、ファイルやその他のデータを保存またはバック
アップする

Â お使いのコンピュータのアドレスデータ、カレンダー、およびToDoリストの情報を同期させる

Â ゲームで遊ぶ、メモを保管する、アラームをセットする、など
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iPodclassic各部の説明
iPodclassic のコントロールを説明します：

iPodclassicのコントロールを使用する
iPodclassic のコントロールは、見つけやすく使いやすい場所にあります。iPodclassic の電源を
入れるときは、いずれかのボタンを押します。メインメニューが表示されます。

クリックホイールと「センター」ボタンを使用すると、画面のメニューの操作、曲の再生、設定

の変更、および情報の表示を行うことができます。クリックホイール内を親指で軽く触れて動か

して、メニュー項目を選択します。項目を選択するときは、「センター」ボタンを押します。

前のメニューに戻るときは、クリックホイールの「メニュー」ボタンを押します。

ホールドスイッチ

メニュー

前へ／巻き戻し

再生／一時停止

Dockコネクタ

ヘッドフォンポート

クリックホイール

次へ／早送り

センターボタン
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ここでは、iPodclassicのコントロールを使って実行できるその他の操作について説明します。

操作 手順

iPodclassicの電源を入れる いずれかのボタンを押します。

iPodclassicの電源を切る 「再生／一時停止」（’）ボタンを押し続けます。

バックライトを点灯する いずれかのボタンを押すか、クリックホイールを使います。

iPodclassicのコントロールを使用
できないようにする
（誤って操作ボタンを押してしまう
のを防ぎます）

ホールドスイッチをホールドに切り替えます（オレンジ色のバーが見え
ます）。

iPodclassicをリセットする
(応答しない場合）

ホールドスイッチをホールドに設定してから、もう一度元に戻します。「メ
ニュー」ボタンと「センター」ボタンを同時に押し、Apple ロゴが表示さ
れるまで、6秒以上押し続けます。

メニュー項目を選択する 目的の項目までスクロールし、「センター」ボタンを押します。

前のメニューに戻る 「メニュー」ボタンを押します。

メインメニューに直接移動する 「メニュー」ボタンを押し続けます。

曲をブラウズする メインメニューで「ミュージック」を選択します。

ビデオをブラウズする メインメニューで「ビデオ」を選択します。

曲やビデオを再生する 目的の曲やビデオを選択し、「センター」または「再生／一時停止」（’）
ボタンを押します。曲やビデオを再生するには、iPodclassicをコンピュー
タから取り出す必要があります。

曲やビデオを一時停止する 「再生／一時停止」（’）ボタンを押します。または、ヘッドフォンを外し

ます。

音量を調節する 「再生中」の画面が表示されているときに、クリックホイールを使用します。

プレイリストまたはアルバム内のす
べての曲を再生する

プレイリストまたはアルバムを選択して、「再生／一時停止」（’）を押し
ます。

すべての曲をランダムな順序で再生
する

メインメニューで「曲をシャッフル」を選択します。「再生中」の画面が表
示されているときに、曲をシャッフルすることもできます。

曲やビデオの中の好きな場所に移動
する

「再生中」画面が表示されているときに、「センター」ボタンを押してスク
ラブバー（現在の位置を示すバー上のダイヤモンドのアイコン）を表示し

てから、曲またはビデオの中の好きな場所までスクロールします。

次の曲、もしくはオーディオブック
やPodcastの次のチャプタに移動
する

「次へ／早送り」（‘）ボタンを押します。

曲またはビデオの始めから再生する 「前へ／巻き戻し」（]）ボタンを押します。
前の曲、もしくはオーディオブック
やPodcastの前のチャプタを再生
する

「前へ／巻き戻し」（]）ボタンを2回押します。

曲を早送りする／巻き戻す 「次へ／早送り」（‘）ボタンまたは「前へ／巻き戻し」（]）ボタンを押し
続けます。

曲を「On-The-Go」プレイリスト
に追加する

プレイリストで目的の曲を選択し、曲のタイトルが点滅するまで「セン
ター」ボタンを押し続けます。

iPodclassicのシリアル番号を確認
する

メインメニューで「設定」＞「情報」と選択して、シリアル番号が表示さ
れるまで「センター」ボタンを押すか、iPodclassicの背面を確認します。
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CoverFlowを使って音楽をブラウズする
CoverFlow を使って、ライブラリをページをめくるように表示して、音楽コレクションを視覚
的にブラウズできます。

CoverFlowを使用するには：
1 「ミュージック」メニューから「CoverFlow」を選択します。

2 クリックホイールを使ってアルバムアート間を移動するか、「次へ／早送り」ボタンと「前へ／

巻き戻し」ボタンを押します。

3 アルバムを選択して、「センター」ボタンを押します。

4 クリックホイールを使って曲を選び、「センター」ボタンを押して再生します。

長いリストをすばやくスクロールする
100を超える曲、ビデオ、またはその他の項目がある場合、クリックホイール上ですばやく親指
を動かすことで、長いリストをすばやくスクロールすることができます。

参考：すべての言語が対応しているわけではありません。

すばやくスクロールするには：
1 クリックホイール上ですばやく親指を動かして、画面上にアルファベットの文字を表示します。

2 探している項目の最初の文字が見つかるまで、クリックホイールで移動します。これで、その文

字で始まるリストの最初の項目にたどり着きます。

記号や数字で始まる項目は、文字「A」の前に表示されます。

3 親指を一瞬離すと、通常のスクロールに戻ります。

4 クリックホイールを使って、目的の項目を見つけます。

音楽を検索する
曲、プレイリスト、アルバムタイトル、アーティスト名、オーディオPodcast、およびオーディ
オブックをiPodclassicで検索できます。ビデオ、メモ、カレンダー項目、アドレスデータ、お
よび歌詞は検索されません。

参考：すべての言語が対応しているわけではありません。

iPodclassicで検索するには：
1 「ミュージック」メニューから「検索」を選択します。

2 クリックホイールでアルファベットを選び、「センター」ボタンで入力します。

最初の文字を入力するとiPodclassicで検索が開始され、検索画面に結果が表示されます。たと
えば、「b」と入力すると、「b」を含むすべての項目がiPodclassic に表示されます。「ab」と入
力すると、その文字のつながりを含むすべての項目がiPodclassicに表示されます。

空白を入力するには、「次へ／早送り」ボタンを押します。

前の文字を削除するには、「前へ／巻き戻し」ボタンを押します。

3 「メニュー」ボタンを押すと、結果のリストが表示され、そこから移動を開始できます。
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結果のリストに、項目と共にアイコンが表示されます。このアイコンから、以下の項目のタイプ

が分かります：曲、ビデオ、アーティスト、アルバム、オーディオブック、またはPodcast

検索に戻るには（メニューの「検索」が強調表示されている場合）、「センター」ボタンを押します。

クリックホールの音を切る
メニュー項目をスクロールすると、iPodclassicの内蔵スピーカーからクリック音が聞こえます。
好みに応じて、クリックホイールの音を切ることができます。

クリックホイールの音を切るには：
m 「設定」を選択し、「クリック音」を「オフ」に設定します。

クリックホイールの音を再度入にするには、「クリック音」を「オン」に設定します。

iPodclassicのコントロールを使用できないようにする
誤って iPodclassic の電源が入ったり、コントロールが有効になるのを防ぐため、ホールドス
イッチを使ってコントロールを一時的に使えなくすることができます。

m ホールドスイッチをホールドに切り替えます（オレンジ色のバーが見えます）。
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iPodclassicのメニューを使用する
iPodclassic の電源を入れると、メインメニューが表示されます。メニュー項目を選択して、機
能を実行したり、ほかのメニューに移動したりします。画面の上部にあるアイコンは、
iPodclassic の状況を示しています。

メインメニューの項目を追加する／取り除く
よく使用する項目をiPodclassic のメインメニューに追加することができます。たとえば、メイ
ンメニューに曲の項目を追加すると、「ミュージック」を選択しなくても「曲」を選択できるよ

うになります。

メインメニューの項目を追加または取り除くには：
1 「設定」＞「メインメニュー」と選択します。

2 メインメニューに表示したい各項目を選択します。すでに追加されている項目には、チェック

マークが付いています。

バックライトタイマーを設定する
ボタンを押したり、クリックホイールを使用したりしたときに、バックライトを一定の時間だけ

点灯して画面を明るくするように設定できます。デフォルトは10秒に設定されています。

m 「設定」＞「バックライト」と選択してから、自動的にバックライトを消すまでの時間を選択し
ます。バックライトが消えないようにするには、「常にオン」を選択します。

表示項目 機能

メニュータイトル 現在のメニューのタイトルを表示します。

ロックアイコン ロックアイコンは、ホールドスイッチ（iPodclassic の上部にあります）が
ホールドに設定されているときに表示されます。これは、iPodclassicのコ
ントロールが使用できなくなっていることを示しています。

再生状況 曲、ビデオやその他の項目の再生中は、再生（“）アイコンが表示されま
す。項目が一時停止している場合には、一時停止（1）アイコンが表示され
ます。

バッテリー状況 バッテリーアイコンには、おおよそのバッテリー残量が表示されます。

メニュー項目 メニュー項目をスクロールするときは、クリックホイールを使います。項

目を選択するときは、「センター」ボタンを押します。メニュー項目の横に
ある矢印は、この項目を選択すると、さらにメニューまたは画面が表示さ

れることを示しています。

メニュータイトル

メニュー項目

バッテリー状況
再生状況

ロックアイコン
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画面の明度を設定する
スライダを動かしてiPodclassic の画面の明度を調整することができます。

m 「設定」＞「画面の明るさ」と選択してから、クリックホイールを使ってスライダを動かします。
左に動かすと画面が暗くなり、右に動かすと画面が明るくなります。

スライドショーやビデオの再生中でも、明度を設定できます。明度スライダを表示したり表示を

解除したりするには、「センター」ボタンを押します。

言語を設定する
iPodclassic は、任意の言語を使用するように設定できます。

m 「設定」＞「言語」と選択してから、リストから言語を選択します。

iPodclassicについての情報を入手する
空き容量、保存されている曲、ビデオ、写真、その他の項目の数、シリアル番号、モデル、ソフ

トウェアのバージョンなど、お使いのiPodclassicに関する詳しい情報を入手できます。

iPodclassicについての情報を入手するには：
m 「設定」＞「情報」と選択し、「センター」ボタンを押して情報画面を切り替えます。

すべての設定をリセットする
「設定」メニューのすべての項目を、デフォルトの設定にリセットできます。

m 「設定」＞「ResetSettings」と選択して、「Reset」を選択します。

iPodclassicを接続する／接続解除する（取り外す）
iPodclassic をコンピュータに接続して、音楽、ビデオ、写真、およびファイルの追加、また、
バッテリーの充電ができます。完了したら、iPodclassicを取り外します。

iPodclassicを接続する
iPodclassicをコンピュータに接続するには：

m 同梱のUSB2.0ケーブル用iPodDockコネクタをコンピュータの高電力型USB2.0ポートに接続
してから、もう一方の端をiPodclassic に接続します。

iPodDockを使用する場合は、コンピュータの USB2.0 ポートにケーブルを接続し、もう一方の
端をDockに接続してから、iPodclassicをDockにセットします。
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参考：多くの場合、キーボード上のUSB ポートでは十分な電力が得られません。お使いのキー
ボードが高電力型USB2.0ポートを備えているのでない限り、iPodclassicをコンピュータのUSB
2.0ポートに接続する必要があります。

デフォルトの設定では、iPodclassicをコンピュータに接続すると、曲が自動的に転送されます。
「iTunes」を終了したら、iPodclassic を取り外すことができます。

参考：バッテリーの充電中に曲を同期できます。

iPodclassic を別のコンピュータに接続したときに、曲を自動的に同期するように設定されてい
る場合は、音楽が同期される前に「iTunes」によってメッセージが表示されます。「はい」をク
リックすると、iPodclassic 上にすでにある曲およびその他のオーディオファイルが消去され、
iPodclassic が接続されているコンピュータ上の曲およびその他のオーディオファイルに置き換
わります。iPodclassic に音楽を追加する方法、および複数のコンピュータでiPodclassic を使
用する方法の詳細については、17ページの第 2章「音楽の機能」を参照してください。
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iPodclassicを取り外す
音楽を同期している間は、コンピュータからiPodclassicを取り外さないでください。 iPodclassic
の画面を見れば、iPodclassicを取り外せるかどうかがすぐに分かります。

重要：「接続されています」または「同期中です」というメッセージが表示されているときは、
iPodclassic を取り外さないでください。iPodclassic上のファイルが壊れてしまう可能性があり
ます。これらのメッセージのいずれかが表示されているときは、取り外す前に、iPodclassic の
取り出し操作を行う必要があります。

曲を手動で管理するようにiPodclassic を設定している場合（24ページの「iPodclassicを手動
で管理する」を参照）、またはディスクとして使用するように iPodclassic を設定している場合
は（47ページの「iPodclassicを外部ディスクとして使用する」を参照）、iPodclassic を取り外
す前に、必ず取り出し操作を行う必要があります。

メインメニューまたは大きいバッテリーアイコンが表示されている場合は、
コンピュータからiPodclassicを取り外すことができます。

重要：これらのメッセージのいずれかが表示されているときは、取り外す前に、
iPodclassicの取り出し操作を行う必要があります。
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iPodclassicを取り出すには：
m 「iTunes」のソースリストのデバイスのリストで、iPodclassicの横にある「取り出し」（C）ボタ
ンをクリックします。

Macを使用している場合は、iPodclassicのデスクトップアイコンを「ゴミ箱」にドラッグして
iPodclassic を取り出すこともできます。

Windows PCを使用している場合は、「マイコンピュータ」で、またはWindowsシステムトレ
イで「ハードウェアの安全な取り外し」アイコンをクリックしてiPodclassicを選択することに
より、iPodclassic を取り外すこともできます。

iPodclassicの接続を解除するには：
m


iPodclassicからケーブルを取り外します。iPodclassicがDockにセットされている場合は、その
まま取り外します。

Dock コネクタがこの図のものより大きい場合には、コネクタの両側を押しながら取り外してく
ださい。

これらのメッセージのいずれかが表示されている間は、iPodclassicの接続を安全に
解除することができます。
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iPodclassicのバッテリーについて
iPodclassic には、ユーザには交換できないバッテリーが内蔵されています。iPodclassicを最適
にお使いいただくために、はじめてお使いになるときには、ディスプレイの状況領域にあるバッ

テリーアイコンが完全に充電されたことを示す状態になるまで、バッテリーを4 時間ほど充電し
てください。iPodclassic をしばらく使用しなかった場合、バッテリーの充電が必要になること
があります。

iPodclassic のバッテリーは、約2 時間で80% 充電されます。完全に充電するには、約4 時間
かかります。iPodclassic の充電中に、ファイルの追加、音楽の再生、ビデオの表示やスライド
ショーの表示を行うと、さらに時間がかかることもあります。

iPodclassicのバッテリーを充電する
iPodclassic のバッテリーは以下の2つの方法で充電できます：
Â


iPodclassic をコンピュータに接続します。

Â


AppleUSBPowerAdapter（AppleUSB電源アダプタ）を使用します（別売です）。

コンピュータを使ってバッテリーを充電するには：
m


iPodclassicをお使いのコンピュータのUSB2.0ポートに接続します。コンピュータの電源が入っ
ていて、スリープモードになっていない必要があります（一部のモデルのMac では、スリープ
モードでもiPodclassicを充電できます）。

iPodclassic の画面のバッテリーアイコンが「充電中」画面を表示している場合、バッテリーは
充電中です。「充電済み」画面を表示している場合、そのバッテリーは完全に充電されています。

充電中の画面が表示されない場合は、iPodclassicが高電力型USBポートに接続されていない可
能性があります。コンピュータの別のUSBポートで試してください。
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重要：iPodclassic の画面に「充電中。お待ちください」や「電源に接続してください」という
メッセージが表示される場合は、iPodclassic をコンピュータと通信させる前に、バッテリーを
充電する必要があります。59ページの「iPodclassicに「電源に接続してください」というメッ
セージが表示される場合」を参照してください。

お使いのコンピュータから離れているときに iPodclassic を充電したい場合は、AppleUSB
PowerAdapter（AppleUSB 電源アダプタ）を購入してください。

AppleUSB電源アダプタを使ってバッテリーを充電するには：
1


ACプラグアダプタを電源アダプタに接続します（すでに接続されている場合もあります）。

2



USB2.0ケーブル用iPodDock コネクタを電源アダプタに接続し、ケーブルのもう一方の端子を
iPodclassic に接続します。

3 電源アダプタのプラグをコンセントに差し込みます。

警告：プラグをコンセントに差し込む前に、電源アダプタが完全に組み立てられていることを
確認してください。

ACプラグアダプタ
（電源アダプタのプラグは形状が異なる場合があります。）

USB Power Adapter（USB電源アダプタ）

iPod Dockコネクタ（USB 2.0ケーブル用）
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バッテリーの状態を理解する
iPodclassic を電源に接続していないときは、iPodclassic の画面の右上隅のバッテリーアイコン
を見れば、おおよそのバッテリー残量を確認できます。

iPodclassic を電源に接続すると、バッテリーアイコンが変化して、充電中であること、または
完全に充電されていることを確認できます。

完全に充電される前でも、コンピュータから取り外して、iPodclassicを使用することができます。

参考：充電式のバッテリーに充電できる回数は限られているため、その回数を超えた場合は、バッ
テリーを交換する必要があります。バッテリーの寿命と充電回数は、使用方法と設定によって異

なります。詳しくは、www.apple.com/jp/batteriesを参照してください。

バッテリーの充電量は 20％未満です

バッテリーは半分くらい充電されています

バッテリーは完全に充電されています

バッテリーは充電中です（稲妻）

バッテリーは完全に充電されています（プラグ）





2
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2 音楽の機能 

iPodclassic を使って、好きな場所に音楽およびオーディオコレク
ションを持ち出すことができます。この章では、音楽を追加して
iPodclassicで再生する方法について説明します。

iPodclassic を使うときには、曲、オーディオブック、ムービー、テレビ番組、ミュージックビ
デオ、およびPodcast をコンピュータに読み込んでから、それらをiPodclassic に追加します。
この操作に含まれる手順について、詳しく説明していきます：

Â 音楽を手持ちのCDコレクション、ハードディスク、またはiTunesStore（「iTunes」の一部で、
一部の国でのみ利用可能です）から、コンピュータの「iTunes」アプリケーションに読み込み
ます。

Â 必要に応じて、音楽やその他のオーディオを並べ替えてプレイリストを作成します。

Â プレイリスト、曲、オーディオブック、ビデオ、およびPodcastをiPodclassicに追加します。

Â 音楽やその他のオーディオを持ち歩いて聴きます。

iTunesについて
「iTunes」はiPodclassic と一緒に使用するソフトウェア・アプリケーションです。「iTunes」を
使うと、音楽、オーディオブック、Podcast などを iPodclassic と同期させることができます。
iPodclassic をコンピュータに接続すると、「iTunes」が自動的に開きます。

このガイドでは、「iTunes」を使って、曲やその他のオーディオをコンピュータにダウンロード
する方法、お気に入りの曲のパーソナルコンピレーション（プレイリストと呼びます）を作成す

る方法、それらをiPodclassic に追加する方法、およびiPodclassicの設定を調整する方法につ
いて説明します。

「iTunes」にはほかにも多くの機能があります。たとえば、標準のCD プレーヤーで再生する自
分だけのCD を作成したり（コンピュータにCD-R ドライブが装備されている場合）、ストリー
ミング・インターネット・ラジオを聴いたり、ビデオやテレビ番組を観たり、好み応じて曲に

レートを付けたりすることができます。

「iTunes」のこれらの機能の使用方法について詳しくは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunes
ヘルプ」と選択してください。
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iTunesライブラリに音楽を読み込む
iPodclassic で音楽を聴くときは、まずお使いのコンピュータ上の「iTunes」にその音楽を読み
込む必要があります。

「iTunes」に音楽およびその他のオーディオを読み込むには、3つの方法があります：
Â


iTunesStoreからオンラインで音楽、オーディオブック、およびビデオを購入したりPodcast
をダウンロードしたりする。

Â オーディオCD から音楽やほかのオーディオを読み込む。
Â すでにコンピュータ上にある音楽およびその他のオーディオをiTunesライブラリに追加する。

iTunesStoreを使って曲を購入する／Podcastをダウンロードする
インターネットに接続している場合は、iTunesStore を使って、曲、アルバム、オーディオブッ
ク、およびビデオを、オンラインで簡単に購入してダウンロードできます。Podcastを登録して
ダウンロードすることもできます。

iTunesStoreからオンラインで音楽を購入するときは、「iTunes」でAppleアカウントを設定し
てから、目的の曲を探して購入します。Appleアカウントをすでに持っている場合、またはAOL
（AmericaOnline）アカウントを持っている場合は、そのアカウントを使ってiTunesStoreにサ
インインし、曲を購入できます（このオプションは一部の国でのみ利用可能です）。

参考：Podcastをダウンロード、もしくは登録するのに、iTunesStoreアカウントは必要ありま
せん。

iTunesStoreにサインインするには：
m 「iTunes」を開いてから、次の操作を行います：

Â すでに iTunes アカウントを持っている場合は、「Store」＞「サインイン」と選択します。
Â まだ iTunes アカウントを持っていない場合は、「Store」＞「アカウントを作成」と選択し、画
面上の指示に従って Apple アカウントを作成するか、既存のApple アカウント情報または
AOL アカウント情報を入力します。
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曲、オーディオブック、ビデオ、およびPodcastを検索するには：
iTunesStoreで、目的のアルバム、曲、アーティストをブラウズまたは検索できます。「iTunes」
を開き、ソースリストで「iTunesStore」を選択します。
Â iTunes Storeをブラウズするには、iTunesStoreのメインページの左側にあるカテゴリ
（「ミュージック」など）を選択します。「iTunesStore」のメインウインドウで、ジャンルを
選択したり、ニューリリースを確認したり、特集されている曲のどれかをクリックしたり、

「トップソング」を表示したり、「クイックリンク」の下にある「ブラウズ」をクリックしたり

できます。

Â Podcast をブラウズするには、iTunesStoreのメインページの左側にある Podcastへのリンク
をクリックします。

Â ビデオをブラウズするには、iTunesStore のメインページの左側にある「ムービー」、「テレビ
番組」、または「ミュージックビデオ」のリンクをクリックします。

Â iTunes Store 内を検索するには、検索フィールドにアルバム、曲、アーティスト、または作
曲者の名前を入力します。

Â 検索結果を絞り込むときは、検索フィールドに何か入力し、キーボードのReturnキーまたは
Enter キーを押した後、検索結果ページの上部にある検索バー内のリンクをクリックします。
たとえば、曲やアルバムで絞り込むには、「ミュージック」リンクをクリックします。

Â 複数の項目を組み合わせて検索するには、「検索結果」ウインドウにある「パワーサーチ」を
クリックします。

Â iTunes Store のメインページに戻るには、ウインドウの上部にあるステータス行のホームボ
タンをクリックします。

曲、アルバム、ムービー、テレビ番組、ミュージックビデオ、またはオーディオブックを購入す
るには：

1 ソースリストで「iTunesStore」を選択し、購入したい項目を探します。

曲やその他の項目をダブルクリックしてその一部を試聴して、欲しい項目を確認できます。映画

の予告編やテレビ番組のプレビューを表示できます。（お使いのネットワーク接続が128kbps よ
りも遅い場合は、「iTunes」＞「環境設定」（MacOSX の場合）または「編集」＞「設定」（Windows
の場合）と選択し、「Store」パネルで「再生を行う前にプレビューを完全に読み込む」チェック
ボックスを選択してください。）

2 「曲を購入」、「アルバムを購入」、「ムービーを購入」、「エピソードを購入」、「ビデオを購入」、ま
たは「ブックを購入」をクリックします。

一部の項目には、すべてのエピソードをまとめたシーズンパスを購入できるテレビ番組など、ほ

かのオプションもあります。

曲やその他の項目がコンピュータにダウンロードされ、お持ちのApple アカウントまたはAOL
アカウントで指定されているクレジットカードに請求が発生します。

Podcastをダウンロードする／登録するには：
1 ソースリストで「iTunesStore」を選択します。

2



iTunesStoreのメインページの左側にあるPodcastへのリンクをクリックします。

3 ダウンロードしたいPodcastをブラウズします。
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Â 1 つのPodcast エピソードをダウンロードするときは、エピソードの横にある「エピソードを
入手」ボタンをクリックします。

Â Podcast を登録するときは、Podcast アートワークの横にある「登録する」ボタンをクリック
します。最も新しいエピソードが「iTunes」にダウンロードされます。インターネットに接続
している場合、新しいエピソードが入手できる状態になると、それらが「iTunes」に自動的に
ダウンロードされます。

詳しくは、25ページの「PodcastをiPodclassicに追加する」および31ページの「Podcast を
観る／聴く」を参照してください。

コンピュータ上の既存の曲を「iTunes」のライブラリに追加する
コンピュータ上にある曲が「iTunes」の対応しているファイル形式でエンコードされている場合
は、それらの曲を「iTunes」に簡単に追加することができます。

コンピュータ上の曲を「iTunes」のライブラリに追加するには：
m オーディオファイルが含まれるフォルダまたはディスクを、「iTunes」のソースリストにある「ラ
イブラリ」にドラッグします（または、「ファイル」＞「ライブラリに追加」と選択し、フォル

ダまたはディスクを選択します）。「iTunes」が曲のファイル形式に対応している場合には、
「iTunes」のライブラリに曲が自動的に追加されます。

曲のファイルを個別に「iTunes」にドラッグすることもできます。

参考：Windows で「iTunes」を使用する場合は、保護されていないWMA ファイルをAAC 形
式またはMP3 形式に変換できます。これは、WMA 形式でエンコードされた音楽のライブラリ
がある場合に便利です。詳しいことを知りたいときは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunes
ヘルプ」と選択してください。

オーディオCDから「iTunes」に音楽を読み込む
CDから「iTunes」に音楽を読み込むには、以下の手順を行います。

オーディオCDから「iTunes」に音楽を読み込むには：
1 コンピュータにCDを挿入し、「iTunes」を開きます。

インターネットに接続している場合は、CD に収録されている曲の名前が自動的にインターネッ
トから取得され（取得できる場合）、ウインドウに表示されます。

インターネットに接続していない場合は、CD の内容を読み込んでから、後でインターネットに
接続したときに、「詳細」＞「CD トラック名を取得」と選択します。読み込んだCDのトラック
名が取得されます。

CD トラック名をオンラインで取得できない場合は、曲の名前を手動で入力できます。詳しくは、
21ページの「曲名やその他の詳細を入力する」を参照してください。

入力された曲の情報を使って、「iTunes」またはiPod 上で、タイトル、アーティスト、アルバム
などで曲をブラウズできます。

2 読み込みたくない曲がある場合は、その曲の横にあるチェックマークをクリックして外します。
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3 「読み込み」ボタンをクリックします。「iTunes」ウインドウの上部の表示領域に、各曲の読み込
みにかかる時間が表示されます。

参考：デフォルトでは、読み込み中に曲が再生されます。多数の曲を読み込む場合は、パフォー
マンスを向上させるために曲の再生を停止することをお勧めします。

4



CDを取り出すには、「取り出し」（C）ボタンをクリックします。

読み込みが完了するまで、CD を取り出すことはできません。

5 ほかのCDからも曲を読み込みたい場合は、これらの手順を繰り返します。

曲名やその他の詳細を入力する
CDに収録されている曲名やその他の情報を手動で入力するには：

1


CDの最初の曲を選択し、「ファイル」＞「情報を見る」と選択します。

2 「情報」をクリックします。

3 曲の情報を入力します。

4 「次へ」をクリックして、次の曲の情報を入力します。

5 完了したら、「OK」をクリックします。

歌詞を追加する
「iTunes」に、標準テキストフォーマットで曲の歌詞を入力すると、iPodclassic で曲の再生中に
その曲の歌詞を表示できます。

「iTunes」に歌詞を入力するには：
1 曲を選び、「ファイル」＞「情報を見る」と選択します。

2 「歌詞」をクリックします。

3 テキストボックスに曲の歌詞を入力します。

4 「次へ」をクリックして、次の曲の歌詞を入力します。

5 完了したら、「OK」をクリックします。

詳しくは、31ページの「歌詞をiPodclassicに表示する」を参照してください。

アルバムアートワークを追加する
iTunesStore から購入した音楽には、iPodclassic で表示可能なアルバムアートワークが含まれ
ています。CD から読み込んだ音楽のアルバムアートがコンピュータに保存してあれば、アルバ
ムワークを追加できます。

アルバムアートワークを「iTunes」に追加するには：
1 曲を選び、「ファイル」＞「情報を見る」と選択します。

2 「アートワーク」をクリックします。

3 「追加」をクリックし、アートワークファイルに移動して、「選択」をクリックします。

4 スライダを使ってアートワークのサイズを調整します。

5 「次へ」をクリックして、次の曲またはアルバムのアートワークを追加します。
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6 完了したら、「OK」をクリックします。

詳しくは、31ページの「iPodclassicにアルバムアートワークを表示する」を参照してください。

音楽を整理する
「iTunes」を使用して、音楽やその他の項目を好きな方法で並べ替えて、プレイリストと呼ばれ
るリストを作成ができます。たとえば、運動中に聴くための曲をまとめたプレイリストや、気分

に合った曲をまとめたプレイリストを作成できます。

定義したルールに基づいて自動的にアップデートされるスマートプレイリストを作成すること

もできます。それらの規則に一致する曲を「iTunes」に追加すると、自動的にスマートプレイリ
ストに追加されます。

「iTunes」のライブラリに入っている曲を使って、好きなだけプレイリストを作成できます。曲
をプレイリストに追加したり、後でプレイリストから削除しても、その曲がライブラリから取り

除かれることはありません。

「iTunes」にプレイリストを作成するには：
1 追加（＋）ボタンをクリックするか、「ファイル」＞「新規プレイリスト」と選択します。

2 プレイリストの名前を入力します。

3 「ライブラリ」リストにある「ミュージック」をクリックしてから、曲やその他の項目をプレイ
リストにドラッグします。

複数の曲を選択するには、Shiftキーかコマンド（x）キー（Mac の場合）、またはShift キーか
Controlキー（WindowsPCの場合）を押しながら、曲をクリックします。

スマートプレイリストを作成するには：
m 「ファイル」＞「新規スマートプレイリスト」と選択し、プレイリストの規則を選択します。

参考：iPodclassicがコンピュータに接続されていないときに、iPodclassic上にプレイリストを
作成する方法については、28ページの「「On-The-Go」プレイリストをiPodclassicに作成する」
を参照してください。

音楽とPodcastをiPodclassicに追加する
音楽を「iTunes」に読み込んで整理したら、iPodclassicにその音楽を簡単に追加できます。
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コンピュータからiPodclassicに音楽を追加する方法を設定するには、iPodclassicをコンピュー
タに接続してから、「iTunes」の環境設定を使ってiPodclassicの設定を変更します。

次の3つの方法で、iPodclassicに音楽を追加するように「iTunes」を設定できます：
Â すべての曲とプレイリストを同期する：iPodclassic を接続すると、iTunesライブラリの曲や
その他の項目と一致するように、自動的にアップデートされます。iPodclassic のその他の曲
は削除されます。

Â 選択したプレイリストを同期する：iPodclassic を接続すると、「iTunes」で選択したプレイリ
ストの曲と一致するように、自動的にアップデートされます。

Â 音楽を手動で iPod classicに追加する：iPodclassicを接続すると、曲とプレイリストを個別に
iPodclassic にドラッグしたり、iPodclassic から曲とプレイリストを個別に削除することが
できます。このオプションを使うと、iPodclassic から曲を消去することなく、複数のコン
ピュータから曲を追加できます。音楽を自分で管理する場合は、取り外す前に、必ず手動で

「iTunes」からiPodclassicを取り出す操作を行う必要があります。

音楽を自動的に同期させる
デフォルトでは、iPodclassic をコンピュータに接続すると、すべての曲とプレイリストが自動
的にアップデートされるように設定されています。この方法を利用すれば、音楽を簡単に
iPodclassic に追加できます。iPodclassic をコンピュータに接続するだけで、曲、オーディオ
ブック、ビデオ、およびその他の項目が自動的に追加され、接続を解除すれば再生を始めること

ができます。前回iPodclassicを接続した後に「iTunes」に曲を追加している場合、それらの曲
はiPodclassicに同期されます。「iTunes」から曲を削除している場合、それらの曲はiPodclassic
から削除されます。

iPodclassicに音楽を同期させるには：
m


iPodclassicをコンピュータに接続します。自動的にアップデートするようにiPodclassicが設定
されている場合は、アップデートが始まります。

重要：はじめてiPodclassic をコンピュータに接続する場合、曲を自動的に転送するかどうかを
確認するメッセージが表示されます。同意すると、iPodclassicからすべての曲、オーディオブッ
ク、ビデオ、およびその他の項目が消去され、コンピュータのそれらの項目に置き換えられます。

同意しなかった場合は、iPodclassic 上にすでにある曲を消去することなく、曲を iPodclassic
に手動で追加できます。

音楽がコンピュータから iPodclassic に同期されている間、「iTunes」の状況ウインドウに進行
状況が表示され、ソースリストのiPodclassic アイコンの横に同期アイコンが表示されます。

アップデートが完了すると、「iPodのアップデートが完了しました。」（MacOSX の場合）また
は「iPodの更新が完了しました。」（Windowsの場合）というメッセージが「iTunes」に表示さ
れます。

選択したプレイリストの音楽をiPodclassicに同期する
iTunesライブラリ内の音楽の合計が iPodclassicのディスク容量を超えている場合は、選択した
プレイリストをiPodclassicに同期するように「iTunes」を設定すると便利です。選択したプレ
イリストの曲だけが、iPodclassicに同期されます。
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選択したプレイリストの音楽をiPodclassicに同期するよう「iTunes」を設定するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「ミュージック」タブをクリックします。

2 「音楽を同期する」を選択してから、「選択したプレイリスト」をクリックします。

3 アップデートに使いたいプレイリストを選択します。

4 ミュージックビデオを含めたり、アルバムのアートワークを表示したりするには、それらのオプ

ションを選択します。

5 「適用」をクリックします。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある曲とビデオだけを同期」が選択されている場合
は、チェックマークが付いている項目だけが同期されます。

iPodclassicを手動で管理する
iPodclassic を手動で管理できるように「iTunes」を設定すると、iPodclassicの音楽やビデオを
より柔軟に管理することができます。曲（ミュージックビデオを含む）やビデオ（ムービーとテ

レビ番組を含む）を個別に追加したり削除したりすることができます。また、iPodclassic にす
でにある項目を消去することなく、音楽やビデオを複数のコンピュータからiPodclassicに追加
できます。

参考：音楽とビデオを手動で管理するように iPodclassic を設定すると、「ミュージック」、「ムー
ビー」、および「テレビ番組」パネルの自動同期オプションがオフになります。ある項目を手動

で管理して、別の項目を自動同期することはできません。

iPodclassicの音楽とビデオを手動で管理できるように「 iTunes」を設定するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「概要」タブをクリックします。

2 「オプション」セクションにある「音楽とビデオを手動管理する」を選択します。

3 「適用」をクリックします。

参考：曲とビデオを自分で管理する場合は、取り外す前に、必ず手動で「iTunes」からiPodclassic
を取り出す操作を行う必要があります。

曲、ビデオやその他の項目をiPodclassic に追加するには：
1 「iTunes」のソースリストで「ミュージック」またはその他のライブラリ項目をクリックします。

2 ソースリストにあるiPodclassic のアイコンに曲やその他の項目をドラッグします。

曲、ビデオやその他の項目をiPodclassic から取り除くには：
1 「iTunes」を開き、ソースリストでiPodclassicを選択します。

2



iPodclassicの曲やその他の項目を選択し、キーボードのDeleteキーまたはBackspaceキーを押
します。

iPodclassicの曲やその他の項目を手動で削除しても、iTunesライブラリからは削除されません。

新しいプレイリストをiPodclassic に作成するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択し、追加（＋）ボタンをクリックするか、「ファ
イル」＞「新規プレイリスト」と選択します。
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2 プレイリストの名前を入力します。

3 「ライブラリ」リストにある「ミュージック」などの項目をクリックしてから、曲やその他の項
目をプレイリストにドラッグします。

iPodclassic上のプレイリスト内の曲を追加または削除するには：
m 曲を追加するときは、iPodclassic 上のプレイリストに曲をドラッグします。曲を削除するとき
は、プレイリスト内の曲を選択し、キーボードのDeleteキーを押します。

音楽を手動で同期させるように「iTunes」を設定している場合でも、自動的に同期されるように
後で「iTunes」を設定し直すことができます。

iPodclassicに自動的にアップデートされるように「iTunes」を設定し直すには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「ミュージック」タブをクリックします。

2 「音楽を同期する」を選択してから、「すべての曲とプレイリスト」を選択します。

3 「適用」をクリックします。

自動的にアップデートが始まります。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
ミュージックライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期

されます。

PodcastをiPodclassicに追加する
PodcastをiPodclassicに追加する設定は、曲を追加する設定とは関係ありません。Podcast を
アップデートする設定は、曲をアップデートする設定に影響しません。また、その逆も同様です。

すべてのPodcastを自動的に同期したり、Podcast をiPodclassicに手動で追加したりするよう
に「iTunes」を設定することができます。

iPodclassicのPodcastが自動的にアップデートされるように「iTunes」を設定するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「Podcast」タブをクリックします。

2 「Podcast」パネルで、「次のものを同期する：」ラジオボタンを選択し、ポップアップメニュー
から同期したいエピソードの数を選択します。

3 「すべてのPodcast」または「選択したPodcast」をクリックします。「選択したPodcast」をク
リックした場合は、さらにリストの中から同期したいPodcast を選択します。

4 「適用」をクリックします。

iPodclassic のPodcastを自動的に同期するように「iTunes」を設定している場合、iPodclassic
をコンピュータに接続するたびにアップデートされます。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
ミュージックライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期

されます。

Podcastを手動で管理するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「概要」タブをクリックします。
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2 「音楽とビデオを手動管理する」を選択し、「適用」をクリックします。

3 ソースリストでPodcastライブラリを選択し、追加するPodcastをiPodclassicにドラッグします。

音楽を再生する
音楽とその他のオーディオを iPodclassic に追加したら、再生できます。クリックホイールと
「センター」ボタンを使って、聴きたい曲、オーディオブック、ビデオ、またはPodcast をブラ
ウズします。

曲をブラウズして再生するには：
m 「ミュージック」を選択し、曲を見つけ、「再生／一時停止」ボタンを押します。

参考：「ミュージック」メニューからミュージックビデオをブラウズした場合は、音楽だけが再
生されます。「ビデオ」メニューからミュージックビデオをブラウズした場合は、ビデオも表示

されます。

曲を再生しているときには、「再生中」画面が表示されます。次の表で、iPodclassic の「再生
中」画面の要素について説明します。

「再生中」画面の項目 機能

シャッフル（¡）アイコン iPodclassic が曲またはアルバムをシャッフルするように設定されている
場合に表示されます。

リピート（⁄）アイコン iPodclassic がすべての曲を繰り返し再生するように設定されている場合
に表示されます。iPodclassicが特定の曲を繰り返し再生するように設定さ
れている場合には、1曲リピートする（!）アイコンが表示されます。

アルバムアート アルバムアートがある場合に、アルバムアートを表示します。

曲の情報 曲のタイトル、アーティスト、およびアルバムアートを表示します。

レート 曲にレートを付けると、星印が表示されます。

曲の番号 現在選択している一連の曲の中での、再生中の曲の番号を示しています。

曲の時間プログレスバー 再生中の曲の経過時間と残り時間を表示します。

シャッフルアイコン

リピートアイコン

曲の時間

曲の情報、レート、および
曲の番号

アルバムアート
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「再生中」画面が表示されているときは、クイックホイールを使って音量を変えることができま

す。「再生中」画面で「センター」ボタンを何度か押すと、スクラブバー、レートドット、シャッ

フル設定、歌詞、Podcast情報など、ほかの情報やオプションを表示することができます。スク
ラブバーには、現在再生している場所を示すダイヤモンドのマークが、経過時間と残り時間と共

に表示されます。前の画面に戻るときは、「メニュー」ボタンを押します。

曲をシャッフルするようiPodclassicを設定する
曲、アルバム、またはライブラリ全体を、ランダムな順序で再生するようにiPodclassicを設定
できます。

すべての曲をシャッフルしてから再生を開始するようにiPodclassicを設定するには：
m


iPodclassic のメインメニューから、「曲をシャッフル」を選択します。

iPodclassic の音楽ライブラリ全体からランダムな順序で曲の再生が始まります。オーディオ
ブックとPodcastはスキップします。

曲またはアルバムを常にシャッフルするようにiPodclassicを設定するには：
1


iPodclassic のメインメニューから、「設定」を選択します。 

2 「シャッフル」を「曲」または「アルバム」に設定します。

「設定」＞「シャッフル」と選択して、曲をシャッフルするように iPodclassic を設定すると、
iPodclassic は選択したリスト（たとえばアルバムやプレイリスト）の中で曲をシャッフルしま
す。

アルバムをシャッフルするようにiPodclassic を設定すると、アルバムのすべての曲が順序通り
再生され、次にリスト中の別のアルバムがランダムに選択され、そのアルバムのすべての曲が順

序通り再生されます。

「再生中」の画面が表示されているときにシャッフルオプションを設定するには：
m シャッフルアイコンが表示されるまで「センター」ボタンを押します。「曲」、「アルバム」、また

は「オフ」を選択します。

曲をリピートするようiPodclassicを設定する
iPodclassic は、1 曲を何度もリピートしたり、選択したリスト内で曲をリピートするように設
定できます。

曲をリピートするようiPodclassic を設定するには：
m


iPodclassic のメインメニューから、「設定」を選択します。

Â リスト内のすべての曲をリピートするときは、「リピート」を「すべて」に設定します。

Â 1 曲だけをリピートするように設定するときは、「リピート」を「1 曲」に設定します。

「ミュージック」メニューをカスタマイズする
メインメニューと同じように、「ミュージック」メニューに項目を追加したり、項目を削除した

りできます。たとえば、「ミュージック」メニューに「コンピレーション」項目を追加すると、さ

まざまなソースから曲を集めたコンピレーションを簡単に選択できます。
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「ミュージック」メニューの項目を追加または取り除くには：
1 「設定」＞「ミュージック」と選択します。

2 メインメニューに表示したい各項目を選択します。すでに追加されている項目には、チェック

マークが付いています。元の「ミュージック」メニューの設定に戻すには、「リセット」を選択

します。

「On-The-Go」プレイリストをiPodclassicに作成する
iPodclassic がコンピュータに接続されていないときに、「On-The-Go」プレイリストと呼ばれ
るプレイリストをiPodclassic上に作成することもできます。

「On-The-Go」プレイリストを作成するには：
1 目的の曲を選択し、曲のタイトルが点滅するまで「センター」ボタンを押し続けます。

2 ほかに追加したい曲を選択します。

3 「ミュージック」＞「プレイリスト」＞「On-The-Go」と選択して、曲のリストを確認し再生します。

曲のリストを追加することもできます。たとえば、アルバムを追加するときは、目的のアルバム

のタイトルに移動し、アルバムのタイトルが点滅するまで「センター」ボタンを押し続けます。

「On-The-Go」プレイリスト内の曲を再生するには：
m 「ミュージック」＞「プレイリスト」＞「On-The-Go」と選択し、曲を選択します。

「On-The-Go」プレイリストから曲を取り除くには：
m プレイリスト内の目的の曲を選択し、曲のタイトルが点滅するまで「センター」ボタンを押し続

けます。

「On-The-Go」プレイリスト全体を消去するには：
m 「ミュージック」＞「プレイリスト」＞「On-The-Go」＞「プレイリストを削除」と選択してか
ら、「消去」をクリックします。

「On-The-Go」プレイリストをiPodclassicに保存するには：
m 「ミュージック」＞「プレイリスト」＞「On-The-Go」＞「プレイリストを保存」と選択します。

最初のプレイリストが、「プレイリスト」メニューに「新規プレイリスト 1」として保存されま
す。「On-The-Go」プレイリストがリセットされます。プレイリストは好きな数だけ保存できま
す。プレイリストを保存した後は、そのリストから曲を削除することはできません。

「On-The-Go」プレイリストをコンピュータにコピーするには：
m


iPodclassic が曲を自動でアップデートするように設定されていて（23ページの「音楽を自動的
に同期させる」を参照）、「On-The-Go」プレイリストを作成している場合、iPodclassicを接続
すると「On-The-Go」プレイリストは「iTunes」に自動的にコピーされます。新しい「On-The-
Go」プレイリストが「iTunes」のプレイリストの一覧に表示されます。「iTunes」のほかのプレ
イリストと同じようにして、その新しいプレイリストの名前の変更、編集、削除ができます。

曲にレートを付ける
曲にレートを付けて（星1～5 つ）、曲の好みの程度を指定することができます。指定したレー
トは、「iTunes」でスマートプレイリストを自動作成するときに利用できます。
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曲にレートを付けるには：
1 曲を再生します。

2 「再生中」画面が表示されているときに、5 つのレートドットが表示されるまで「センター」ボタ
ンを押します。

3 クリックホイールを使って、レート（星印で表されます）を選択します。

参考：ビデオPodcastにレートを付けることはできません。

最大音量の制限を設定する
iPodclassic の最大音量の制限を設定し、設定が変更されることを防ぐために番号を割り当てる
ことができます。

iPodclassicの最大音量の制限を設定するには：
1 「設定」＞「音量制限」と選択します。

音量コントロールに現在の音量が表示されます。

2 クリックホイールを使って、音量の最大値を選びます。

「再生」ボタンを押して現在選択している曲を再生しながら、音量の最大値を選ぶこともできます。

3 「再生／一時停止」を押して、最大音量の制限を設定します。

設定した音量の最大値が、音量バー上に三角形で表示されます。

4 最大音量を変更する際に番号の入力を要求しなくてもいい場合は、「メニュー」ボタンを押しま

す。もしくは、「番号を入力」画面で、最大音量制限を変更する際に入力する必要のある番号を

設定します。

5 番号を入力するには：

Â クリックホイールを使って、番号の最初の数字を選択します。「センター」ボタンを押してそ
の数字を確定し、次の数字に移動します。

Â 同様の方法で、番号の残りの数字も設定します。「次へ／早送り」ボタンで次の数字へ、「前へ
／巻き戻し」ボタンで前の数字へ移動できます。番号の最後の数字で「センター」ボタンを押

して、番号全体を確定します。

参考：曲やその他のオーディオの音量は、オーディオの録音方法またはエンコード方法によって
異なることがあります。「iTunes」とiPodclassicで相対音量レベルを設定する方法については、
30ページの「同じ音量レベルで曲を再生するように設定する」を参照してください。いくつか
の種類のイヤフォンやヘッドフォンを使っている場合は、音量レベルもそれぞれ異なることがあ

ります。iPodRadioRemote を除いて、iPodDock コネクタ経由で接続しているアクセサリで
は、音量制限はサポートされません。

番号を設定した場合は、最大音量の制限を変更または解除するとき、最初にその番号を入力する

必要があります。

最大音量の制限を変更するには：
1 「設定」＞「音量制限」と選択します。
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2 番号を設定した場合は、クリックホイールを使って数字を選んで番号を入力し、「センター」ボ

タンを押して確定します。

3 クリックホイールを使って、音量の最大値を変更します。

4 「再生／一時停止」ボタンを押して、変更を確定します。

最大音量の制限を解除するには：
1 現在iPodclassicで再生中の場合は、「一時停止」を押します。

2 「設定」＞「音量制限」と選択します。

3 番号を設定した場合は、クリックホイールを使って数字を選んで番号を入力し、「センター」ボ

タンを押して確定します。

4 クリックホイールを使って、音量バーで音量制限を最大レベルまで移動します。この操作によっ

て、音量制限が解除されます。

5 「再生／一時停止」ボタンを押して、変更を確定します。

参考：番号を忘れてしまった場合は、iPodclassic を復元して解決することができます。詳しく
は、62ページの「iPodソフトウェアをアップデートする／復元する」を参照してください。

同じ音量レベルで曲を再生するように設定する
「iTunes」では、同じ相対音量レベルですべての曲が再生されるように、曲の音量を自動的に調
整することができます。「iTunes」の音量設定を使用するようにiPodclassicを設定できます。

曲が同じサウンドレベルで再生されるように「iTunes」を設定するには：
1 「iTunes」で、「iTunes」＞「環境設定」（Macの場合）と選択するか、「編集」＞「設定」（Windows

PC の場合）と選択します。

2 「再生」をクリックして「サウンドチェック」を選択してから、「OK」をクリックします。

「iTunes」の音量設定を使用するようにiPodclassicを設定するには：
m 「設定」を選択し、「音量の自動調整」を「オン」に設定します。

「iTunes」で「サウンドチェック」を選択していない場合は、iPodclassic で設定しても効果はあ
りません。

イコライザを使用する
イコライザプリセットを使用すると、特定の音楽ジャンルやスタイルに合わせて、iPodclassic
のサウンドを変更することができます。たとえば、ロック音楽のサウンドを良くするには、イコ

ライザを「Rock」に設定します。

イコライザを使用して、iPodclassicのサウンドを変更するには：
m 「設定」＞「イコライザ」と選択し、イコライザプリセットを選択します。

「iTunes」でイコライザプリセットを曲に割り当てていて、iPodclassic のイコライザが「オフ」
に設定されている場合、その曲は「iTunes」の設定を使って再生されます。詳しくは、「iTunes
ヘルプ」を参照してください。
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歌詞をiPodclassicに表示する
曲の歌詞を「iTunes」で入力して（21ページの「歌詞を追加する」を参照）、その曲をiPodclassic
に追加すると、歌詞をiPodclassicで表示することができます。

iPodclassicで曲の再生中に歌詞を表示するには：
m 「再生中」画面が表示されているときに、歌詞が表示されるまで「センター」ボタンを押します。
画面に歌詞が表示され、曲が再生されている間、歌詞をスクロールできます。

iPodclassicにアルバムアートワークを表示する
デフォルトでは、iPodclassic にアルバムアートワークが表示されるように「iTunes」が設定さ
れています。アートワークがある場合は、アルバムリスト内に、またアルバムの曲を再生してい

るときにiPodclassicに表示されます。

アルバムアートワークを表示するようにiPodclassicを設定するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「ミュージック」タブをクリックします。

2 「iPod でアルバムのアートワークを表示する」を選択します。

iPodclassicにアルバムアートワークを表示するには：
m アルバムアートワークのある曲を再生します。

アルバムアートワークについて詳しいことを知りたいときは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞
「iTunes ヘルプ」と選択してください。

Podcastを観る／聴く
Podcastは、iTunesStoreで入手できる、ダウンロード可能なオーディオまたはビデオ番組です。
オーディオPodcast を聴いたり、ビデオPodcast を観たりできます。Podcast は、番組、番組
内のエピソード、およびエピソード内のチャプタによって構成されています。Podcast を観る、
または聴くのを途中で止め、後で再開した場合、中断したその続きから再生されます。

Podcastを観る／聴くには：
1 メインメニューで「Podcast」を選択してから、番組を選択します。

番組は新しい順に表示されるので、最新のものから観たり聴いたりすることができます。まだ再

生していない番組とエピソードの横には、青い点の印が表示されます。

2 エピソードを選択して再生します。

「再生中」画面には、番組、エピソード、および日付情報と一緒に、経過時間と残り時間が表示

されます。Podcast についての詳しい情報を見るには、「センター」ボタンを押します。Podcast
にアートワークが含まれている場合は、ピクチャも表示されます。Podcastのアートワークは1
つのエピソードの中で変えることができるため、Podcast の再生中に複数のピクチャが表示され
る場合があります。

視聴しているPodcast にチャプタがある場合は、「次へ／早送り」ボタンまたは「前へ／巻き戻
し」ボタンを押すと、Podcastの次のチャプタへ移動、または再生中のチャプタの始めへ移動し
ます。
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Podcast について詳しいことを知りたいときは、「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunes ヘル
プ」と選択してください。そこで「Podcast」を検索してください。

オーディオブックを聴く
iTunesStoreまたはaudible.comからオーディオブックを購入し、ダウンロードしてiPodclassic
で聴くことができます。

「iTunes」を使って、音楽と同じように、オーディオブックを iPodclassic に追加できます。
iPodclassic のオーディオブックを聴くのを途中で止め、後で再開した場合、中断したその続き
から再生されます。iPodclassicは、シャッフルに設定されていると、オーディオブックをスキッ
プします。

聴いているオーディオブックにチャプタがある場合は、「次へ／早送り」ボタンまたは「前へ／

巻き戻し」ボタンを押すと、オーディオブックの次のチャプタへ移動、または再生中のチャプタ

の始めへ移動します。

オーディオブックは、通常より速い速度または遅い速度で再生できます。

オーディオブックの再生速度を設定するには：
m 「設定」＞「オーディオブック」と選択し、速度を選択します。

再生の速度を設定できるのは、iTunesStore またはaudible.com から購入したオーディオブッ
クだけです。

FMラジオを聴く
オプションのiPodclassic 用iPodRadioRemote アクセサリを使って、ラジオを聴くことがで
きます。iPodRadioRemoteは、Dockコネクタケーブルを使ってiPodclassic に取り付けます。
iPodRadioRemoteを使用しているときに、iPodclassicのメインメニューに「ラジオ」メニュー
項目が表示されます。詳しくは、iPodRadioRemoteのマニュアルを参照してください。
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3 ビデオの機能

iTunesStoreからムービー、テレビ番組、およびミュージックビデオ
を購入したり、ムービーをレンタルしたり、ビデオPodcast をダウ
ンロードしたりして、それらをiPodclassicに追加できます。ビデオ
はiPodclassicまたはiPodclassicに接続したテレビで観ることがで
きます。この章では、ビデオをダウンロードして表示する方法につい
て説明します。

ビデオを購入またはレンタルする／ビデオPodcastをダウンロード
する
iTunesStore（「iTunes」の一部で、一部の国でのみ利用可能です）からオンラインで、ムービー、
テレビ番組やミュージックビデオなどのビデオを購入したり、ムービーをレンタルするときは、

「iTunes」でAppleアカウントを設定してから、目的の曲やビデオを探して購入またはレンタル
します。Appleアカウントをすでに持っている場合、またはAOL（AmericaOnline）アカウン
トを持っている場合は、そのアカウントを使って iTunesStore にサインインし、ビデオを購入
したりムービーをレンタルしたりできます（このオプションは一部の国でのみ利用可能です）。

iTunesStoreにサインインするには：
m 「iTunes」を開いてから、次の操作を行います：

Â すでに iTunes アカウントを持っている場合は、「Store」＞「サインイン」と選択します。

Â まだ iTunes アカウントを持っていない場合は、「Store」＞「アカウントを作成」と選択し、画
面上の指示に従って Apple アカウントを作成するか、既存のApple アカウント情報または
AOL アカウント情報を入力します。
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iTunesStoreでビデオをブラウズするには：
1 「iTunes」のソースリストで「iTunesStore」を選択します。

2 左側にあるiTunesStoreのリストで、項目（「ムービー」、「テレビ番組」、または「ミュージック
ビデオ」）をクリックします。

アルバムやその他のコンテンツの一部としてのミュージックビデオもあります。

「iTunes」および iTunesStore 内のビデオの横には、ディスプレイ（ ）のアイコンが表示さ

れます。

ビデオを購入またはレンタルするには：
1 ソースリストで「iTunesStore」を選択し、購入またはレンタルしたい項目を探します。

2 「ビデオを購入」、「エピソードを購入」、「シーズンを購入」（BuySeason）、「ムービーを購入」、
または「ビデオをレンタル」をクリックします。

購入したビデオは、ソースリストの「ムービー」（「ライブラリ」内）、または「購入したもの」

（「Store」内）を選択すると表示されます。レンタルしたビデオは、「レンタルムービー」（「ライ
ブラリ」の下にあります）を選択すると表示されます。

ビデオPodcastをダウンロードするには：
ビデオPodcast は、iTunesStore内でほかのPodcast と一緒に表示されます。ビデオPodcast
もほかのPodcastと同様に、登録してダウンロードすることができます。 Podcastをダウンロー
ドするのに、iTunesStore アカウントは必要ありません。手順については18ページの「iTunes
Store を使って曲を購入する／Podcastをダウンロードする」を参照してください。

自分で制作／用意したビデオをiPodclassicで扱えるように変換する
自分で「iMovie」（Mac上の）を使って制作したビデオやインターネットでダウンロードしたビ
デオなど、ほかのビデオファイルをiPodclassic で観ることができます。ビデオを「iTunes」に
読み込み、必要に応じてiPodclassic で使用できるように変換してから、iPodclassic に追加し
ます。

「iTunes」は、QuickTime が対応しているすべてのビデオ形式に対応しています。詳しくは、
「QuickTimePlayer」のメニューバーから「ヘルプ」＞「QuickTimePlayer ヘルプ」と選択して
ください。

「iTunes」にビデオを読み込むには：
m


iTunesライブラリにビデオファイルをドラッグします。

ビデオによっては、「iTunes」に読み込んだ後で、iPodclassicで使用できるようになるものもあ
ります。ビデオをiPodclassic に追加しようとすると（手順については35ページの「ビデオを
自動的に同期させる」を参照してください）iPodclassic では再生できないというメッセージが
表示される場合は、iPodclassic 再生用にビデオを変換する必要があります。

iPodclassicで使用できるようにビデオを変換するには： 
1


iTunesライブラリでビデオを選択します。

2 「詳細」＞「選択項目をiPod／iPhone用に変換」と選択します。
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ビデオの長さと内容によって、iPodclassic で使用できるように変換する処理に数分から数時間
かかることがあります。

参考：iPodclassicで使用できるようにビデオを変換しても、元のビデオはiTunesライブラリに
残ります。

iPodclassic 用にビデオを変換する方法について詳しくは、
www.info.apple.com/kbnum/n302758-jaを参照してください。

ビデオをiPodclassicに追加する
「iTunes」を使って、音楽とほぼ同じ要領で、ムービーやテレビ番組を iPodclassic に追加でき
ます。iPodclassic を接続したときにすべてのムービーやテレビ番組をiPodclassic に自動的に
同期するよう「iTunes」を設定したり、選択したプレイリストのみを同期するように「iTunes」
を設定したりすることができます。または、ムービーやテレビ番組を手動で管理することができ

ます。このオプションを使うと、iPodclassic からすでにあるビデオを消去することなく、複数
のコンピュータからビデオを追加できます。

参考：ミュージックビデオは「iTunes」の「ミュージック」タブ内で曲と一緒に管理されます。
22ページの「音楽とPodcastをiPodclassicに追加する」を参照してください。

重要：ムービーをiTunesStoreからレンタルしてiPodclassic に追加する場合、そのムービーは
iPodclassic だけで見ることができます。レンタルしたムービーを iPodclassic に一度追加した
後は、再度転送することはできません。

ビデオを自動的に同期させる
デフォルトでは、iPodclassic をコンピュータに接続すると、すべてのビデオが自動的に同期さ
れるように設定されています。この方法を利用すれば、ビデオを簡単にiPodclassicに追加でき
ます。iPodclassic をコンピュータに接続するだけで、ビデオおよびその他の項目が自動的に追
加され、接続を解除すれば再生を始めることができます。前回 iPodclassic を接続した後に
「iTunes」にビデオを追加している場合、それらのビデオはiPodclassicに追加されます。「iTunes」
からビデオを削除している場合、それらのビデオはiPodclassicから削除されます。

iPodclassic をコンピュータに接続したときに、ビデオが自動的に同期するように設定すること
ができます。
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iPodclassicにビデオを同期させるには：
m


iPodclassicをコンピュータに接続します。自動的に同期するようにiPodclassicが設定されてい
る場合は、同期が始まります。

重要：はじめて iPodclassic をコンピュータに接続した場合に、自動同期が設定されていると、
曲とビデオを自動的に同期するかどうかを確認するメッセージが表示されます。同意した場合

は、iPodclassic からすべての曲、ビデオ、およびその他の項目が削除され、そのコンピュータ
の iTunes ライブラリ内のすべての曲、ビデオ、およびその他の項目に置き換えられます。同意
しなかった場合は、iPodclassic上にすでにあるビデオを消去することなく、ビデオをiPodclassic
に手動で追加できます。

「iTunes」には、購入した項目をiPodclassicから別のコンピュータに同期する機能があります。
詳しくは、「iTunesヘルプ」を参照してください。

ビデオがコンピュータから iPodclassic に同期されている間、「iTunes」の状況ウインドウに進
行状況が表示され、ソースリストのiPodclassicアイコンが赤く点灯します。

アップデートが完了すると、「iPodのアップデートが完了しました。」（MacOSX の場合）また
は「iPod の更新が完了しました。」（Windows の場合）というメッセージが「iTunes」に表示さ
れます。

選択したビデオをiPodclassicに同期する
iTunesライブラリ内のビデオの合計がiPodclassic のディスク容量を超えている場合は、選択し
たビデオをiPodclassicに同期するように「iTunes」を設定すると便利です。指定したビデオだ
けがiPodclassicに同期されます。選択したビデオ、または選択したプレイリスト（ビデオを含
む）だけを同期することができます。

未再生のムービー、または選択したムービーをiPodclassicに同期するよう「iTunes」を設定す
るには：

1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「ムービー」タブをクリックします。

2 「ムービーを同期する」チェックボックスを選択します。

3 同期したいムービーまたはプレイリストを選択します。

未再生のムービー：「未再生のムービー」ラジオボタンを選択し、ポップアップメニューから同
期したい数を選択します。

選択したムービーまたはプレイリスト：「選択した」ラジオボタンをクリックし、ポップアップ
メニューから「ムービー」または「プレイリスト」を選択してから、同期したいムービーまたは
プレイリストを選択します。

4 「適用」をクリックします。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
ムービーライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期され

ます。
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最新のエピソード、または選択したテレビ番組をiPodclassicに同期するよう「iTunes」を設定
するには：

1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「テレビ番組」タブをクリックします。

2 「次のものを同期する：」ラジオボタンを選択し、ポップアップメニューから同期したいエピソー
ドの数を選択します。

3 「選択した」ラジオボタンをクリックし、ポップアップメニューから「テレビ番組」または「プ
レイリスト」を選択します。

4 同期したいムービーまたはプレイリストを選択します。

5 「適用」をクリックします。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
テレビ番組ライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期さ

れます。

ビデオを手動で管理する
iPodclassic を手動で管理できるように「iTunes」を設定すると、iPodclassicのビデオをより柔
軟に管理することができます。ムービー、テレビ番組、およびその他の項目を個別に追加したり、

削除することができます。また、すでにiPodclassic上にあるビデオを削除せずに、複数のコン
ピュータ上のビデオをiPodclassicに追加することもできます。24ページの「iPodclassicを手
動で管理する」を参照してください。

ビデオPodcast をiPodclassicに追加する
iPodclassic にビデオPodcast を追加する方法は、ほかのPodcast を追加する場合と同じです
（25ページを参照）。Podcast にビデオ構成要素が含まれる場合、「Podcast」から選択すると、
ビデオが再生されます。

ムービーやテレビ番組を手動で管理するように「iTunes」を設定している場合でも、自動的に同
期されるように後で「iTunes」を設定し直すことができます。iPodclassic を手動で管理した後
に、自動で同期するよう「iTunes」を設定すると、iTunes ライブラリには含まれていない
iPodclassic 上の項目は失われます。

iPodclassicですべてのムービーが自動的に同期されるように「 iTunes」を設定し直すには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「ムービー」タブをクリックします。

2 「ムービーを同期する」を選択し、「すべてのムービー」を選択します。

3 「適用」をクリックします。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
ムービーライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期され

ます。

iPodclassicですべてのテレビ番組が自動的に同期されるように「iTunes」を設定し直すには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「テレビ番組」タブをクリックします。
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2 「次のものを同期する：」ラジオボタンを選択し、ポップアップメニューから「すべての」を選
択します。

3 「すべてのテレビ番組」を選択します。

4 「適用」をクリックします。

参考：「概要」パネルで「チェックマークのある項目だけを同期する」が選択されている場合は、
テレビ番組ライブラリやほかのライブラリ内でチェックマークが付いている項目だけが同期さ

れます。

ビデオを観る／聴く
ビデオをiPodclassicで視聴することができます。アップル製のAV ケーブル
（www.apple.com/jp/ipodstore から別途購入できます）を使用すると、iPodclassic のビデオ
をテレビで観ることができます。

iPodclassicでビデオを観る／聴く
iPodclassic に追加するビデオは「ビデオ」メニューに表示されます。「ミュージックビデオ」も
「ミュージック」メニューに表示されます。

ビデオをiPodclassic で表示するには：
m 「ビデオ」を選択し、ビデオをブラウズします。

ビデオを再生して、視聴できます。

ミュージックビデオまたはビデオPodcastのビデオを再生しないで音だけを聴くには：
m 「ミュージック」を選択し、ミュージックビデオまたはビデオPodcast をブラウズします。

ビデオを再生すると、音声は再生されますが、画面は表示されません。

iPodclassicに接続したテレビでビデオを観る
アップルのAV ケーブルをお持ちの場合は、iPodclassic に接続したテレビでビデオを観ること
ができます。まず、ビデオをテレビに表示するようにiPodclassicを設定し、それからiPodclassic
をテレビに接続し、そしてビデオを再生します。

参考：AppleComponentAVCable、AppleCompositeAVCable、またはAppleAVConnection
Kit を使用してください。ほかの類似のRCA タイプのケーブルでは機能しない場合があります。
AVケーブルは、www.apple.com/jp/ipodstoreから購入できます。

ビデオをテレビに表示するようにiPodclassicを設定するには：
m 「ビデオ」＞「設定」と選択し、「TV出力」を「確認」または「オン」に設定します。

「TV 出力」を「確認」に設定した場合は、ビデオを再生するたびに、ビデオをテレビで表示する
か、またはiPodclassicで表示するか、 iPodclassicで選択できます。

フルスクリーンまたはワイドスクリーンで表示するようにビデオを設定したり、 PALまたはNTSC
どちらの機器に表示するかに合わせてビデオを設定したりすることができます。
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テレビの設定をするには：
m 「ビデオ」＞「設定」と選択し、次の手順に従います。

AppleComponentAVCable を使ってiPodclassicをテレビに接続するには：
1 赤、緑、青のビデオコネクタを、テレビのコンポーネントビデオ入力（Y、Pb、Pr）端子に差し
込みます。

AppleCompositeAVCable も使用できます。AppleCompositeAVCable を使用する場合は、
黄色のビデオコネクタをテレビのビデオ入力端子に差し込みます。テレビには、RCA のビデオ
ポートとオーディオポートが必要です。

2 白色と赤色のオーディオコネクタを、テレビの右および左のアナログオーディオ入力端子にそれ

ぞれ接続します。

3



iPodDockコネクタを、お使いのiPodclassicまたはUniversalDock に接続します。

4



USBコネクタをUSB電源アダプタまたはコンピュータに接続して、iPodclassicを充電中の状態に
します。

5



iPodclassic の電源を入れて、テレビまたはレシーバーで再生を開始します。

iPodclassic で、「TV出力」を「オン」に設定したことを確認します。

設定内容 手順

ビデオをNTSCまたはPALのテレ
ビで表示する

「TV信号」を「NTSC」または「PAL」に設定します。
PAL およびNTSC は、テレビ放送の規格です。お使いのテレビは、購入し
た地域によって、これらの規格のいずれかを使用しています。

お使いのテレビで使用している規格が分からない場合は、テレビに付属の
マニュアルを確認してください。

外部テレビのフォーマットを設定
する

「TV画面」を、16:9フォーマット用には「ワイドスクリーン」に、4:3フォー
マット用には「標準」に設定します。

ビデオを画面に合わせて表示する 「画面に合わせる」を「オン」に設定します。
「画面に合わせる」を「オフ」に設定した場合、ワイドスクリーンビデオは、
iPodclassicや標準（4:3）のテレビ画面上では、レターボックスフォーマッ
トで表示されます。

キャプションを表示する 「キャプション」を「オン」に設定します。

USB
電源アダプタ

iPod 左オーディオ（白）

Dockコネクタ

USB
コネクタ

テレビ

ビデオ入力（Y、Pb、Pr）

右オーディオ（赤）
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参考：テレビまたはレシーバーのポートは、イラストに示されているポートと異なる場合があり
ます。

テレビでビデオを表示するには：
1


iPodclassic をテレビに接続します（前述を参照）。

2 テレビの電源を入れ、iPodclassic を接続した入力ポートから表示するように設定します。詳し
くは、テレビに付属のマニュアルを参照してください。

3



iPodclassic で、「ビデオ」を選択し、ビデオをブラウズします。




4
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4 写真の機能

デジタルフォトをコンピュータに読み込んで、それらをiPodclassic
に追加できます。撮った写真はiPodclassicで表示したり、テレビに
スライドショーとして表示したりできます。この章では、写真を読み
込んで表示する方法について説明します。

写真を読み込む
デジタルフォトをデジタルカメラからコンピュータに読み込み、それからiPodclassic に追加し
て表示できます。iPodclassic をテレビに接続して、写真をBGM 付きスライドショーとして表
示できます。

写真をカメラからコンピュータに読み込む
写真を、デジタルカメラやメモリ・カード・リーダーから読み込めます。

「iPhoto」を使って写真をMac に読み込むには：
1 カメラまたはメモリ・カード・リーダーをコンピュータに接続します。「iPhoto」が自動的に開
かない場合は、「iPhoto」を手動で開きます（「アプリケーション」フォルダにあります）。

2 「読み込み」をクリックします。

イメージがカメラから「iPhoto」に読み込まれます。

インターネットでダウンロードしたイメージなど、その他のデジタルイメージを「iPhoto」に読
み込むことができます。写真やその他のイメージの読み込みと操作について詳しくは、「iPhoto」
を開き、「ヘルプ」＞「iPhotoヘルプ」と選択してください。
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「iPhoto」は、アプリケーションスイートの「iLife」の一部としてwww.apple.com/jp/ilifeから
購入できます。「iPhoto」は、お使いのMac の「アプリケーション」フォルダにすでにインス
トールされている場合もあります。

「iPhoto」がない場合、「イメージキャプチャ」を使用して、写真を読み込めます。

「イメージキャプチャ」を使って写真をMac に読み込むには：
1 カメラまたはメモリ・カード・リーダーをコンピュータに接続します。

2 「イメージキャプチャ」が自動的に開かない場合は、手動で開きます（「アプリケーション」フォ
ルダにあります）。

3 特定の項目を読み込むときは、「一部をダウンロード」をクリックします。すべての項目をダウ

ンロードするときは、「すべてダウンロード」をクリックします。

写真をWindowsPCに読み込むには：
m お使いのデジタルカメラまたはフォトアプリケーションに付属の使用説明書に従ってください。

写真をコンピュータからiPodclassicに追加する
ハードディスク上のフォルダにある写真をiPodclassicに追加できます。Mac とiPhoto4.0.3 以
降をお持ちの場合、iPhotoアルバムを自動的に同期することができます。WindowsPCとAdobe
PhotoshopAlbum2.0以降またはAdobePhotoshopElements3.0以降をお持ちの場合、フォ
トコレクションを自動的に同期することができます。

はじめて写真をiPodclassicに追加する場合、フォトライブラリ内の写真の数によっては、しば
らく時間がかかる場合があります。

フォトアプリケーションを使って、iPodclassicにMac またはWindowsPCからの写真を同期
するには：

1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「写真」タブをクリックします。

2 「写真の同期元：」を選択します。

Â Macの場合は、ポップアップメニューから「iPhoto」を選択します。

Â Windows PCの場合は、ポップアップメニューから「PhotoshopAlbum」または「Photoshop
Elements」を選択します。

参考：「PhotoshopAlbum」および「PhotoshopElements」のバージョンによっては、コレク
ションに対応していません。その場合でも、それらのバージョンを使ってすべての写真を追加す

ることはできます。
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3 すべての写真を追加したい場合は、「すべての写真とアルバム」を選択します。写真をイベント

別に整理した状態に保ちたい場合は、「イベント」ラジオボタンを選択し、ポップアップメニュー

からオプションを選択します。特定のアルバムだけから写真を追加したい場合は、「選択したア

ルバム」を選択し、目的のアルバムを選択します。

4 「適用」をクリックします。

iPodclassic をコンピュータに接続するたびに、写真が自動的に同期されます。

写真をハードディスク上のフォルダからiPodclassicに追加するには：
1 目的のイメージをコンピュータ上のフォルダにドラッグします。

イメージをiPodclassic上の別のフォトアルバムに表示したい場合は、メインのイメージフォル
ダ内にフォルダを作成し、イメージをそれらの新しいフォルダにドラッグします。

2 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「写真」タブをクリックします。

3 「写真の同期元：」を選択します。

4 ポップアップメニューから「フォルダを選択」を選択し、イメージのフォルダを選択します。

5 「適用」をクリックします。

写真を iPodclassic に追加するときに、「iTunes」は写真を表示用に最適化します。フル解像度
のイメージファイルは、デフォルトの設定では転送されません。フル解像度のイメージファイル

の追加は、たとえばコンピュータ間でイメージを移動したい場合には便利ですが、iPodclassic
上で最高品質でイメージを表示するためには必要ありません。

フル解像度のイメージファイルをiPodclassicに追加するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「写真」タブをクリックします。

2 「フル解像度の写真を含める」を選択します。 

3 「適用」をクリックします。

「iTunes」は、フル解像度の写真をiPodclassicの「Photos」フォルダにコピーします。

iPodclassicの写真を削除するには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「写真」タブをクリックします。

2 「写真の同期元：」を選択します。

Â Macの場合は、ポップアップメニューから「iPhoto」を選択します。
Â Windows PCの場合は、ポップアップメニューから「PhotoshopAlbum」または「Photoshop
Elements」を選択します。

3 「選択したアルバム」を選択し、iPodclassic上では必要なくなったアルバムを選択解除します。 

4 「適用」をクリックします。
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写真をiPodclassicからコンピュータに追加する
前述の手順で、コンピュータからiPodclassicにフル解像度の写真を追加した場合は、iPodclassic
の「Photos」フォルダに写真が保存されます。iPodclassicをコンピュータに接続して、これら
の写真をコンピュータに追加できます。iPodclassic をディスクとして使用するように設定して
おく必要があります（47ページの「iPodclassicを外部ディスクとして使用する」を参照）。

写真をiPodclassicからコンピュータに追加するには： 
1


iPodclassic をコンピュータに接続します。

2



iPodclassic の「Photos」フォルダまたは「DCIM」フォルダから、コンピュータのデスクトップ
または写真編集アプリケーションに、イメージファイルをドラッグします。

参考：「iPhoto」などの写真編集アプリケーションを使って、「Photos」フォルダに保存された
写真を追加することもできます。詳しくは、アプリケーションに付属のマニュアルを参照してく

ださい。

iPodclassicの「Photos」フォルダから写真を削除するには：
1


iPodclassic をコンピュータに接続します。

2



iPodclassic の「Photos」フォルダを開き、必要なくなった写真を削除します。

写真を表示する
iPodclassic では、写真を手動で表示したり、スライドショーとして表示したりできます。アッ
プル製のオプションの AV ケーブル（AppleComponentAVCable など）をお持ちの場合は、
iPodclassic をテレビに接続して、写真をBGM付きスライドショーとして表示できます。

写真をiPodclassicに表示する
写真をiPodclassicに表示するには：

1


iPodclassic で、「写真」＞「すべての写真」と選択します。または、「写真」を選択し、フォト
アルバムを選択して、アルバム内の写真だけを表示します。写真のサムネールが表示されるまで

に少し時間がかかることがあります。

2 フルスクリーンのバージョンで表示するときは、目的の写真に移動し、「センター」ボタンを押

します。
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写真を表示する画面になっているときに、クリックホイールを使って写真をスクロールします。

次の画面または前の画面の写真を表示するときは、「次へ／早送り」ボタンまたは「前へ／巻き

戻し」ボタンを押します。ライブラリ内またはアルバム内の最後または最初の写真を表示すると

きは、「次へ／早送り」ボタンまたは「前へ／巻き戻し」ボタンを押し続けます。

スライドショーを表示する
スライドショーは、iPodclassic で表示でき、BGM とトランジションを選ぶこともできます。

アップル製のオプションのAV ケーブルをお持ちの場合は、スライドショーをテレビで表示する
こともできます。

スライドショーを設定するには：
m 「写真」＞「設定」と選択し、次の手順に従います：

設定内容 手順

スライドショーをiPodclassicに
表示する

「TV出力」を「確認」または「オフ」に設定します。

スライドショーをテレビに表示する 「TV出力」を「確認」または「オン」に設定します。
「TV 出力」を「確認」に設定した場合は、スライドショーを開始するたび
に、スライドショーをテレビで表示するか、または iPodclassic で表示す
るか、iPodclassicで選択できます。

各スライドの再生時間 「スライドの再生時間」を選択し、時間を選びます。

スライドショー中に再生する音楽 「ミュージック」を選択し、プレイリストを選びます。「iPhoto」を使用し
ている場合、「iPhotoから」を選択して、「iPhoto」の音楽設定をコピーで
きます。再生されるのは、iPodclassicに追加した曲だけです。

スライドをリピートする 「リピート」を「オン」に設定します。

スライドをランダムな順序で
表示する

「写真をシャッフル」を「オン」に設定します。

スライドをトランジションで
表示する

「トランジション」を選択し、トランジションのタイプを選択します。

スライドをNTSCまたはPALの
テレビで表示する

「TV信号」を「NTSC」または「PAL」に設定します。
PAL およびNTSC は、テレビ放送の規格です。お使いのテレビは、購入し
た地域によって、これらの規格のいずれかを使用しています。
お使いのテレビで使用している規格が分からない場合は、テレビに付属の

マニュアルを確認してください。
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スライドショーをiPodclassicで表示するには：
m 写真、アルバム、またはロールを選択し、「再生／一時停止」ボタンを押します。または、全画

面の写真を選択し、「センター」ボタンを押します。一時停止するには、「再生／一時停止」ボタ

ンを押します。次の写真または前の写真を表示するには、「次へ／早送り」ボタンまたは「前へ

／巻き戻し」ボタンを押します。

iPodclassicをテレビに接続するには：
1 オプションのApple Component AV ケーブルまたは Apple Composite AV ケーブルを

iPodclassic に接続します。

参考：AppleComponentAVCable、AppleCompositeAVCable、またはAppleAVConnection
Kit を使用してください。ほかの類似のRCA タイプのケーブルでは機能しません。AV ケーブル
は、www.apple.com/jp/ipodstore から購入できます。

2 ビデオコネクタおよびオーディオコネクタをテレビのポートに接続します（39ページのイラス
トを参照）。

テレビには、RCAのビデオポートとオーディオポートが必要です。

テレビでスライドショーを表示するには：
1


iPodclassic をテレビに接続します（前述を参照）。

2 テレビの電源を入れ、iPodclassic を接続した入力ポートから表示するように設定します。詳し
くは、テレビに付属のマニュアルを参照してください。

3



iPodclassic で、写真またはアルバムを選択して、「再生／一時停止」ボタンを押します。または、
全画面の写真を選択し、「センター」ボタンを押します。一時停止するには、「再生／一時停止」

ボタンを押します。次の写真または前の写真を表示するには、「次へ／早送り」ボタンまたは「前

へ／巻き戻し」ボタンを押します。

「写真」＞「設定」＞「ミュージック」でプレイリストを選択した場合、スライドショーを開始

するとそのプレイリストが自動的に再生されます。テレビに写真が表示され、「スライドショー」

＞「設定」メニューでの設定に従って自動的に進んでいきます。





5
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5 その他の機能とアクセサリ

iPodclassicでできるのは曲の再生だけではありません。音楽を聴く
以外に、さまざまな使いかたができます。

この章では、外部ディスク、アラーム、スリープタイマーとして使用したり、世界の他の都市の

日時を表示したり、メモを表示したり、アドレスデータ、カレンダー、ToDoリストを同期する
方法など、iPodclassicのその他の機能について説明します。iPodclassic をストップウォッチと
して使用する方法、画面のロック、およびiPodclassic用のアクセサリについて学習しましょう。

iPodclassicを外部ディスクとして使用する
iPodclassic を外部ディスクとして使用して、データファイルを保存できます。

参考：iPodclassic に音楽やその他のオーディオまたはビデオファイルを追加するときは、
「iTunes」を使う必要があります。たとえば、「iTunes」を使って追加した曲は、Mac の「Finder」
やWindowsの「エクスプローラ」上では見えません。同様に、Macの「Finder」またはWindows
の「エクスプローラ」を使って音楽ファイルをiPodclassicにコピーしても、それらの音楽ファ
イルはiPodclassic では再生できません。

iPodclassicを外部ディスクとして使用するには： 
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「概要」タブをクリックします。

2 「オプション」セクションにある「ディスクとして使用する」を選択します。

3 「適用」をクリックします。

iPodclassic を外部ディスクとして使用すると、Mac では、デスクトップにiPodclassic のディ
スクアイコンが表示されます。WindowsPCでは、Windows の「エクスプローラ」に、次に利
用できるドライブ文字を使ってディスクアイコンが表示されます。

参考：「概要」をクリックし、「オプション」セクションの「音楽とビデオを手動で管理する」を
選択した場合も、iPodclassic を外部ディスクとして使用できるようになります。ファイルをコ
ピーするには、ファイルをiPodclassic へ、もしくは逆にコピー先へドラッグします。

iPodclassic を主にディスクとして使用する場合、iPodclassicを接続したときに、「iTunes」が
自動的に開かないようにすることができます。
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コンピュータにiPodclassic を接続したときに「iTunes」が自動的に開かないようにするには：
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「概要」タブをクリックします。

2 「オプション」セクションにある「このiPodの接続時にiTunesを開く」の選択を解除します。

3 「適用」をクリックします。

その他の設定を使用する
iPodclassic で、日付と時刻、異なる時間帯の時計、およびアラームとスリープ機能を設定する
ことができます。iPodclassic をストップウォッチとして使用したり、ゲームで遊んだり、
iPodclassic の画面をロックしたりすることができます。

日時を設定する／表示する
お使いのコンピュータにiPodclassicを接続したとき、日付と時刻はコンピュータを使って自動
的に設定されますが、設定を自分で変更することもできます。

日付と時刻のオプションを設定するには：
1 「設定」＞「日付と時刻」と選択します。

2 次のオプションから1つ、もしくは複数を選択します：

ほかの時間帯の時計を追加する
ほかの時間帯の時計を追加するには：

1 「エクストラ」＞「世界時計」と選択します。

2 「世界時計」の画面で、「センター」ボタンを押して、「追加」を選択します。

3 地域、そして都市を選びます。

追加した時計がリストに表示されます。最後に追加した時計は、リストの最後に表示されます。

時計を削除するには：
1 「エクストラ」＞「世界時計」と選択します。

2 時計を選びます。

操作 手順

日付を設定する 「日付」を選択します。選択した値を変更するには、クリックホイールを使

います。次の値に移動するときは、「センター」ボタンを押します。

時刻を設定する 「時刻」を選択します。選択した値を変更するには、クリックホイールを使

います。次の値に移動するときは、「センター」ボタンを押します。

時間帯を設定する 「時間帯」を選択し、クリックホイールを使って別の時間帯の都市を選択し

ます。

夏時間をオン／オフする 「夏時間」を選択し、「センター」ボタンを押して「夏時間」のオンとオフ

を切り替えます。

時刻を24時間表示にする 「24時間時計」を選択し、「センター」ボタンを押して、24時間表示のオン
とオフを切り替えます。

タイトルバーに時間を表示する 「時刻表示」を選択し、「センター」ボタンを押してオプションのオンとオ

フを切り替えます。
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3 「削除」を選択します。

アラームを設定する
iPodclassic 上のどの時計にもアラームを設定できます。
iPodclassicを時計のアラームとして使用するには：

1 「エクストラ」＞「アラーム」と選択します。

2 「アラームを作成」を選択して、次のオプションから1 つ、もしくは複数を設定します：

アラームを削除するには：
1 「エクストラ」＞「アラーム」と選択します。

2 アラームを選択して、「削除」を選択します。

スリープタイマーを設定する
指定した時間の間音楽またはその他のコンテンツを再生した後、iPodclassic の電源が自動的に
切れるように設定することができます。

スリープタイマーを設定するには：
1 「エクストラ」＞「アラーム」と選択します。

2 「スリープタイマー」を選択し、スリープするまでにiPodclassicで再生する時間を選びます。

ストップウォッチを使用する
運動トレーニングで時間を計測したり、トラックを走る際にラップタイムを取るときなどに、ス

トップウォッチを使用できます。ストップウォッチを使用している間でも音楽を再生できます。

操作 手順

アラームをオンにする 「アラーム」を選択してから、「オン」を選びます。

時刻を設定する 「時刻」を選択します。選択した値を変更するには、クリックホイールを使
います。次の値に移動するときは、「センター」ボタンを押します。

日付を設定する 「日付」を選択します。選択した値を変更するには、クリックホイールを使
います。次の値に移動するときは、「センター」ボタンを押します。

音を選ぶ 「音色」またはプレイリストを選択します。「音色」を選択した場合、「ビー
プ音」を選ぶと内蔵スピーカーからアラームが聞こえます。プレイリスト

を選択した場合、アラームが聞こえるようにするには、iPodclassic をス
ピーカーまたはヘッドフォンに接続する必要があります。

リピートのオプションを設定する 「リピート」を選択して、オプション（「平日」など）を選択します。

アラームに名前を付ける 「ラベル」を選択して、オプション（「起床」など）を選択します。
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ストップウォッチを使用するには：
1 「エクストラ」＞「タイム計測」と選択します。

2 「再生／一時停止」ボタンを押して、タイマーを開始します。

3 「センター」ボタンを押して、ラップタイムを記録します。総時間の下にラップタイムが3つまで
表示されます。

4 「再生／一時停止」ボタンを押して総時間タイマーを停止するか、「再開」を選択してタイマーを
再び開始します。

5 新しいストップウォッチセッションを開始するには、「新たな計測」を選択します。

参考：ストップウォッチを開始した後は、タイマー画面を表示してタイマーを動かし続けている
限り、iPodclassic はオンのままになります。ストップウォッチを開始した後で別のメニューに
移動した場合、iPodclassic で音楽やビデオを再生中でない場合は、数分後にストップウォッチ
のタイマーが停止し、iPodclassicが自動的にオフになります。

ログされたストップウォッチセッションを表示する／削除するには：
1 「エクストラ」＞「タイム計測」と選択します。

現在のログおよび保存されたセッションのリストが表示されます。 

2 ログを選択してセッションの情報を表示します。

ストップウォッチのセッションは、日付、時刻、およびラップの統計がiPodclassicに記録され
ます。セッションを開始した日付と時刻、セッションの総計時間、最短、最長、平均ラップタイ

ム、および最新順のラップタイムが表示されます。

3 「センター」ボタンを押し、「ログの削除」を選択して選択したログを削除するか、「ログを削除」
を選択してすべての現在のログを削除します。

ゲームで遊ぶ
iPodclassic には以下の3つのゲームが内蔵されています：iQuiz、Klondike、およびVortex

ゲームで遊ぶには：
m 「エクストラ」＞「ゲーム」と選択し、ゲームを選択します。

追加のゲームをiTunesStore（一部の国でのみ利用可能です）から購入して、iPodclassic でプ
レイすることができます。「iTunes」でゲームを購入したら、自動的に同期して、または手動で
管理して、iPodclassicに追加できます。

ゲームを購入するには：
1 「iTunes」のソースリストで「iTunesStore」を選択します。

2 「iTunesStore」のリストから「iPodゲーム」（iPodGames）を選択します。

3 購入したいゲームを選択して「ゲームを購入」をクリックします。
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iPodclassicにゲームを自動的に同期させるには： 
1 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択し、「ゲーム」タブをクリックします。

2 「ゲームを同期する」を選択します。

3 「すべてのゲーム」または「選択したゲーム」をクリックします。「選択したゲーム」をクリック
した場合は、同期したいゲームも選択します。

4 「適用」をクリックします。

iPodclassicの画面をロックする
iPodclassic を許可なく他人が使用するのを防ぐために、番号によるロックを設定することがで
きます。コンピュータに接続していないiPodclassicをロックする場合、番号を入力して、ロッ
クを解除して使用する必要があります。

参考：これは、「ホールド」ボタンを入にすることによって、誤って iPodclassic のボタンが押
されるのを防ぐこととは異なります。他人がiPodclassicを使用するのを、番号によって防ぐこ
とができます。

iPodclassicに番号を設定するには：
1 「エクストラ」＞「画面のロック」と選択します。

2 「新しい番号」画面で、番号を入力します：

Â クリックホイールを使って、番号の最初の数字を選択します。「センター」ボタンを押してそ
の数字を確定し、次の数字に移動します。

Â 同様の方法で、番号の残りの数字も設定します。「次へ／早送り」ボタンで次の数字へ、「前へ
／巻き戻し」ボタンで前の数字へ移動できます。キーの最後の位置で「センター」ボタンを押

します。

3 「番号を確認」画面で、番号を入力して確定するか、「メニュー」ボタンを押して画面をロックせ
ずに戻ります。

完了したら、「画面のロック」画面に戻ります。ここで、画面をロックしたり、番号をリセット

したりできます。画面をロックせずに戻るときは、「メニュー」ボタンを押します。

iPodclassicの画面をロックするには：
m 「エクストラ」＞「画面のロック」＞「ロック」と選択します。

番号の設定を完了した直後の場合には、画面上で「ロック」が選択されています。iPod をロッ
クするには、「センター」ボタンを押します。

画面がロックされると、カギのピクチャが表示されます。

参考：メインメニューに「画面のロック」メニュー項目を追加すると、すぐにiPodclassicの画
面をロックすることができます。9ページの「メインメニューの項目を追加する／取り除く」を
参照してください。
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画面にカギが表示されている場合は、次の2通りの方法でiPodclassicの画面をロック解除でき
ます：
Â「センター」ボタンを押して、iPodclassic に番号を入力します。クリックホイールを使って数
字を選び、「センター」ボタンを押して確定します。間違った番号を入力した場合は、ロック

されたままになります。もう一度試してください。

Â 主に一緒に使用するコンピュータにiPodclassicを接続すると、iPodclassicは自動的にロック
を解除します。

参考：これらの方法を試しても iPodclassic のロックを解除できない場合、iPodclassic を復元
することができます。62ページの「iPodソフトウェアをアップデートする／復元する」を参照
してください。

すでに設定した番号を変更するには：
1 「エクストラ」＞「画面のロック」＞「リセット」と選択します。

2 「番号を入力」画面で、現在の番号を入力します。

3 「新しい番号」画面で、新しい番号を入力および確定します。

参考：現在の番号を思い出せない場合は、iPodclassic ソフトウェアを復元しないと、現在の番
号を消去して新しい番号を入力することはできません。62ページの「iPodソフトウェアをアッ
プデートする／復元する」を参照してください。

アドレスデータ、カレンダー、およびToDoリストを同期する
アドレスデータ、カレンダーのイベント、ToDo リストをiPodclassic に保存すれば、外出先で
も確認することができます。

MacOSXv10.4以降を使用している場合は、「iTunes」を使って「アドレスブック」のアドレス
データおよび「iCal」のカレンダー情報をiPodclassicと同期させることができます。10.4より
前のバージョンのMacOSXを使用している場合は、「iSync」を使って情報を同期させることが
できます。「iSync」を使って情報を同期させるには、iSync1.1 以上、およびiCal1.0.1 以上が必
要です。

Windows2000またはWindowsXPを使用していて、Windowsのアドレス帳またはMicrosoft
Outlook2003 以降を使ってアドレスデータの情報を保存している場合は、「iTunes」を使って
iPodclassic 上のアドレスブックの情報を同期させることができます。MicrosoftOutlook2003
以降を使ってカレンダーを管理している場合は、カレンダー情報も同期させることができます。

MacOSXv10.4以降で、アドレスデータまたはカレンダー情報を同期するには：
1


iPodclassic をコンピュータに接続します。

2 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「アドレスデータ」タブをクリックします。

3 次のいずれかを行います：

Â アドレスデータを同期するには、「アドレスデータ」セクションにある「アドレスブックのア
ドレスデータを同期する」を選択し、オプションを選択します：
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Â すべてのアドレスデータを自動的に同期する場合は、「すべてのアドレスデータ」を選択し
ます。

Â 選択したアドレスデータグループを自動的に同期する場合は、「選択したグループ」をクリッ
クし、同期したいグループを選びます。

Â アドレスデータの写真がある場合、iPodclassicにコピーするには「アドレスデータの写真
を含める」を選択します。

「適用」をクリックすると、指定した「アドレスブック」のアドレスデータ情報を使用して
iPodclassic がアップデートされます。

Â カレンダーを同期するには、「カレンダー」セクションにある「iCal カレンダーを同期する」を
選択し、オプションを選択します：

Â すべてのカレンダーを自動的に同期する場合は、「すべてのカレンダー」を選択します。

Â 選択したカレンダーを自動的に同期する場合は、「選択したカレンダー」を選択し、同期し
たいカレンダーを選びます。

「適用」をクリックすると、指定したカレンダー情報を使用して iPodclassic がアップデート
されます。

v10.4より前のバージョンのMacOSXで、Mac と「iSync」を使ってアドレスデータおよびカ
レンダー情報を同期するには：

1


iPodclassic をコンピュータに接続します。

2 「iSync」を開き、「デバイス」＞「デバイスの追加」と選択します。この手順を実行する必要が
あるのは、iPodclassicで「iSync」をはじめて使用するときだけです。

3



iPodclassic を選択し、「今すぐ同期」をクリックします。「iSync」によって、「iCal」およびMac
OSXの「アドレスブック」の情報がiPodclassicに読み込まれます。

次回iPodclassicを同期するときは、「iSync」を開いて「今すぐ同期」をクリックするだけで読
み込むことができます。また、iPodclassic を接続したときに自動的に同期するように設定する
こともできます。

参考：「iSync」によって、コンピュータの情報がiPodclassic に同期されます。iPodclassic の
情報をコンピュータに同期させることはできません。

Windowsのアドレス帳またはWindows 用MicrosoftOutlookを使用して、アドレスデータま
たはカレンダー情報を同期するには：

1


iPodclassic をコンピュータに接続します。

2 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「アドレスデータ」タブをクリックします。

3 次のいずれかを行います：

Â アドレスデータを同期するには、「アドレスデータ」セクションにある「次の場所からアドレ
スデータを同期」を選択し、ポップアップメニューから「Windows アドレス帳」または
「MicrosoftOutlook」を選びます。次に、同期したいアドレスデータの情報を選択します。

Â



MicrosoftOutlookのカレンダーを同期するには、「カレンダー」セクションにある「Microsoft
Outlookからカレンダーを同期する」を選択します。
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4 「適用」をクリックします。

アドレスデータやカレンダー情報を手動でiPodclassicに追加することもできます。iPodclassic
を外部ディスクとして使用するように設定しておく必要があります（47ページの「iPodclassic
を外部ディスクとして使用する」を参照）。

アドレスデータを手動で追加するには：
1


iPodclassic をコンピュータに接続し、お使いのメールアプリケーションまたはアドレスデータ
アプリケーションを開きます。「PalmDesktop」、「MicrosoftOutlook」、「MicrosoftEntourage」、
「Eudora」などのアプリケーションを使って、アドレスデータを追加できます。

2 アプリケーションのアドレスブックから、iPodclassic の「Contacts」フォルダにアドレスデー
タをドラッグします。

場合によっては、アドレスデータを書き出してから、書き出したファイルを「Contacts」フォル
ダにドラッグする必要があります。お使いのメールアプリケーションまたはアドレスデータアプ

リケーションのマニュアルを参照してください。

重要な予定やカレンダーのイベントを手動で追加するには： 
1 標準のiCal形式（ファイル名の最後に「.ics」が付きます）またはvCal形式（ファイル名の最後に
「.vcs」が付きます）を使用する予定表アプリケーションから、予定表のイベントを書き出します。

2 書き出したファイルをiPodclassicの「Calendars」フォルダにドラッグします。

参考：ToDoリストを手動でiPodclassicに追加するには、それらをカレンダーファイル（拡張
子に「.ics」または「.vcs」が付きます）として保存します。

iPodclassicにアドレスデータを表示するには：
m 「エクストラ」＞「連絡先」と選択します。

アドレスデータを姓または名前で並べ替えるには：
m 「設定」＞「並べ替え」と選択し、「センター」ボタンを押して、「名」または「姓」を選択します。

カレンダーのイベントを表示するには：
m 「エクストラ」＞「カレンダー」と選択します。

ToDoリストを表示するには：
m 「エクストラ」＞「カレンダー」＞「ToDo」と選択します。

メモを保存する／読む
iPodclassic を外部ディスクとして使用するように設定している場合は、テキストメモを保存し
て読むことができます（47ページを参照）。

1 ワードプロセッサの書類をテキスト（.txt）ファイルとして保存します。

2 それらのファイルをiPodclassic の「Notes」フォルダに入れます。

メモを表示するには：
m 「エクストラ」＞「メモ」と選択します。
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ボイスメモを録音する
オプションのiPodclassic 互換マイクロフォン（www.apple.com/jp/ipodstore から購入できま
す）を使用して、ボイスメモを録音することができます。ボイスメモをiPodclassicに格納して、
使用しているコンピュータに同期させることができます。容量を節約するために低品質のモノラ

ル（22.05kHZ）で録音するように、または、より良いサウンドを得るために高品質のステレオ
（44.1kHz）で録音するように、iPodclassicを設定できます。

参考：ボイスメモは2時間を超えることはできません。2 時間を超えて録音する場合は、
iPodclassic は自動的に新しいボイスメモを開始して、録音を続けます。

ボイスメモを録音するには：
1


iPodclassic のDockコネクタポートにマイクロフォンを接続します。

2 「品質」を「低」または「高」に設定します。

3 録音を開始するには「録音」を選択します。

4 口から10cmほど離れたところにマイクロフォンを持ち、話します。録音を一時停止するには「一
時停止」を選択します。

5 完了したら、「停止して保存」を選択します。保存した録音内容が、録音日時順に表示されます。

録音した内容を再生するには：
m 「エクストラ」＞「ボイスメモ」と選択し、再生したい録音を選択します。

参考：iPodclassicに一度もマイクロフォンを接続したことがない場合は、「ボイスメモ」メニュー
は表示されません。

ボイスメモをコンピュータに同期させるには：
ボイスメモは iPod の「Recordings」フォルダにWAV ファイル形式で保存されています。
iPodclassic をディスクとして使用する場合は、ボイスメモをフォルダからドラッグしてコピー
できます。

iPodclassic が曲を自動で同期するように設定されている状態で（23ページの「音楽を自動的に
同期させる」を参照）ボイスメモを録音すると、iPodclassic を接続したときに、ボイスメモは
「iTunes」のプレイリストに自動で同期されます（そしてiPodclassic からは削除されます）。新
しいボイスメモプレイリストがソースリストに表示されます。

iPodclassicのアクセサリについて学習する
iPodclassic にはいくつかのアクセサリが付属しています。そのほかにも、
www.apple.com/jp/ipodstoreから、さまざまなアクセサリを購入できます。

iPodclassic のアクセサリは、www.apple.com/jp/ipodstoreから購入できます。
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次のアクセサリを購入できます：

Â


iPodRadioRemote

Â



AppleUniversalDock

Â



AppleComponentAVCable（AppleコンポーネントAVケーブル）
Â


AppleCompositeAVCable（AppleコンポジットAVケーブル）

Â


AppleAVConnectionKit

Â



AppleUSBPowerAdapter（AppleUSB電源アダプタ）
Â


iPodIn-EarHeadphones（iPodインイヤー式ヘッドフォン）

Â


WorldTravelAdapterKit（ワールドトラベルアダプタキット）

Â


LeatherCaseforiPodclassic（iPodclassic 用レザーケース）

Â


iPodSocks（iPodソックス）

Â


iPodEarphones（iPodイヤフォン）

Â スピーカー、ヘッドセット、ケース、カーステレオ用アダプタ、電源アダプタなどの他社製ア
クセサリ

イヤフォンを使用するには：
m イヤフォンをヘッドフォンポートにつなぎます。そして、図のようにイヤーバッドを耳に挿入し

ます。

警告：ハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを大音量で使用すると、聴覚を損なうおそれ
があります。大音量で再生を続けていると、耳が慣れ、通常の音量のように聴こえることがあ

りますが、聴覚が損なわれている可能性があります。耳鳴りがする場合や話がよく聞こえない

場合は、聴くのを中止して、聴力検査を受けてください。音量が大きい程、聴覚に影響を受け

るまでの時間が早くなります。聴覚の専門家は、次のような方法で聴覚を保護することを勧め

ています：

Â 大音量でハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを使用する時間を制限します。

Â 周囲の騒音を遮断する目的で、音量を上げることを避けます。

Â 近くで人が話す声が聞こえない場合には、音量を下げます。
iPodの最大音量の制限を設定する方法については、29ページの「最大音量の制限を設定する」
を参照してください。

イヤフォンのコードは

調整可能です。
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6 ヒントとトラブルシューティング 

iPodclassic で発生した問題のほとんどは、この章のアドバイスに
従ってすばやく解決できます。

一般的な提案
iPodclassic で発生した問題のほとんどは、本体をリセットすることで解決できます。まず、
iPodclassic が充電されていることを確認します。

iPodclassicをリセットするには： 
1 ホールドスイッチのオン／オフを切り替えます（ホールドスイッチをホールドに設定してから、

もう一度元に戻します）。

2 「センター」ボタンと「メニュー」ボタンを同時に押し、Apple ロゴが表示されるまで、6秒以上
押し続けます。

iPodclassicの電源が入らない／動かない
Â ホールドスイッチがホールドに設定されていないことを確認します。

5つの「R」：リセット（Reset）、再試行（Retry）、再起動（Restart）、再イ
ンストール（Reinstall）、復元（Restore）
iPodclassic で問題が起こった場合、これら5 つの基本的な提案を思い出してください。問題
が解決するまで、これらのステップを1つずつお試しください。もし下記のどれでも解決しな
い場合には、特定の問題の解決法の個所を読んでください。

Â リセット：iPodclassicをリセットします。下記の「一般的な提案」を参照してください。
Â 再試行：「iTunes」にiPodclassic が表示されない場合、別のUSBポートで再度試してみます。
Â 再起動：コンピュータを再起動し、最新のソフトウェア・アップデートをインストールして
いることを確認します。

Â 再インストール：Webにある最新バージョンの「iTunes」ソフトウェアを再インストールし
ます。

Â 復元：iPodclassic を復元します。62ページの「iPodソフトウェアをアップデートする／復
元する」を参照してください。
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Â



iPodclassic のバッテリーの再充電が必要な場合もあります。iPodclassicをコンピュータ、ま
たはAppleUSB電源アダプタに接続して、バッテリーの再充電をします。iPodclassicの画面
に稲妻のアイコンが表示されていることを確認し、iPodclassic が充電されていることを確認
します。

バッテリーを充電するには、iPodclassicをコンピュータのUSB2.0ポートに接続します。お
使いのキーボードが高電力型USB2.0ポートを備えているのでない限り、iPodclassicをキー
ボードのUSBポートに接続してもバッテリーは充電されません。

Â



iPodclassic が反応するまで、「5つのR」を、1つずつ試します。

iPodclassicを取り外したいが「接続されています」または「同期中です」というメッセージが
表示されている
Â


iPodclassic が音楽を同期中の場合は、同期が完了するまでお待ちください。

Â「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択し、取り出し（C）ボタンをクリックします。

Â


iPodclassic が「iTunes」のソースリストのデバイスのリストから消えたのに、iPodclassic 画
面には「接続されています」または「同期中です」のメッセージが表示されたままの場合は、

気にせずiPodclassicを取り外してください。
Â


iPodclassic が「iTunes」のソースリストのデバイスのリストから消えない場合は、iPodclassic
のデスクトップアイコンを「ゴミ箱」にドラッグします（Macの場合）。WindowsPCをお使
いの場合は、「マイコンピュータ」でデバイスを取り出すか、システムトレイで「ハードウェ

アの安全な取り外し」アイコンをクリックしてiPodclassicを選択します。それでも「接続さ
れています」または「同期中です」のメッセージが表示されたままの場合は、コンピュータを

再起動してもう一度iPodclassic を取り出してください。

iPodclassicで音楽を再生できない
Â ホールドスイッチがホールドに設定されていないことを確認します。

Â ヘッドフォンのコネクタがしっかりと差し込まれていることを確認します。

Â 音量が正しく調節されていることを確認します。最大音量制限が設定されている可能性があり
ます。「設定」＞「音量制限」と選択すれば、制限を変更または解除できます。29ページの
「最大音量の制限を設定する」を参照してください。

Â


iPodclassic が一時停止の状態になっている可能性があります。「再生／一時停止」ボタンを押
してみます。

Â


iTunes7.4 以降を使用していることを確認します（www.apple.com/jp/ipod/startにアクセス
してください）。これより前のバージョンの「iTunes」を使ってiTunesStore から購入した曲
は、「iTunes」をアップグレードしないと、iPodclassicで再生されません。

Â



iPodUniversalDock を使用する場合は、必ずiPodclassic をDockにしっかりと固定し、すべ
てのケーブルが正しく接続されていることを確認します。

iPodclassicをコンピュータに接続しても何も起こらない場合
Â


www.apple.com/jp/ipod/startにある最新版の「iTunes」ソフトウェアがインストールされて
いることを確認してください。

Â お使いのコンピュータの別のUSBポートに接続してみてください。
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参考：iPodclassic の接続には、USB2.0 ポートの使用をお勧めします。USB1.1 は、USB2.0
に比べてかなり低速です。お使いのWindowsPCにUSB2.0ポートがない場合でも、USB2.0
カードを購入して取り付けることができる場合があります。詳しくは、
www.apple.com/jp/ipodを参照してください。

Â



iPodclassic のリセットが必要な可能性があります（57ページを参照）。
Â


USB2.0ケーブル用のiPodDockコネクタを使ってノートコンピュータにiPodclassicを接続
する場合は、iPodclassicを接続する前にノートコンピュータを電源コンセントに接続します。

Â お使いのコンピュータとソフトウェアがシステム条件に合っていることを確認します。
61ページの「システム条件を再確認したい場合」を参照してください。

Â ケーブルの接続を確認します。ケーブルを両方の本体から外し、USBポートに異物が入り込ん
でいないことを確認します。確認後、ケーブルをもう一度しっかりとつなぎ直します。ケーブ

ルのコネクタが正しい向きであることを確認します。正しい向きでしか差し込めません。

Â コンピュータを再起動してみます。

Â 上記のいずれの方法でも問題が解決しない場合は、iPodclassic ソフトウェアを復元する必要
がある可能性があります。62ページの「iPod ソフトウェアをアップデートする／復元する」
を参照してください。

iPodclassicに「電源に接続してください」というメッセージが表示される場合
このメッセージは、iPodclassicのバッテリーの電力が非常に不足していて、iPodclassicをコン
ピュータと通信させる前にバッテリーを充電する必要がある場合に表示されます。バッテリーを

充電するには、iPodclassicをコンピュータのUSB2.0ポートに接続します。

メッセージが消えて、「iTunes」内またはFinder上にiPodclassic が表示されるまで、iPodclassic
をコンピュータに接続したままにします。それまでに消費されていたバッテリーの電力量によっ

ては、起動するまでに、最大で30分間iPodclassic の充電が必要になることがあります。

iPodclassic をより速く充電するには、オプションのAppleUSB電源アダプタを使用します。

参考：お使いのキーボードが高電力型USB2.0 ポートを備えているのでない限り、iPodclassic
をキーボードのUSBポートに接続してもバッテリーは充電されません。 

iPodclassicに「iTunes」を使って復元するメッセージが表示される場合
Â お使いのコンピュータに最新版の「iTunes」ソフトウェアがインストールされていることを確
認してください（www.apple.com/jp/ipod/startからダウンロードできます）。

Â


iPodclassic をコンピュータに接続します。「iTunes」が開いたら、画面のプロンプトに従って
iPodclassic を復元します。

Â



iPodclassic を復元しても問題が解決しない場合は、iPodclassicは修理が必要な可能性があり
ます。修理はiPodサービス＆サポートの Web サイトで申し込めます：
www.apple.com/jp/support/ipod



USB2.0での曲またはデータの同期が遅い
Â


iPodclassicのバッテリーが少ないときにUSB2.0を使って大量の曲やデータを同期する場合、
iPodclassic はバッテリーの電力消費を抑えるため、情報の同期スピードが低下します。
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Â 同期速度を上げたい場合は、同期をいったん停止し、iPodclassicを接続したまま充電するか、
オプションのiPodUSB2.0PowerAdapter（電源アダプタ）に接続します。そのまま
iPodclassic を約1時間充電し、それから音楽やデータの同期を再開します。 

iPodclassicに曲やその他の項目を追加できない
iPodclassic が対応していない形式でその曲がエンコードされている可能性があります。
iPodclassic は次のオーディオファイルの形式に対応しています。これらはオーディオブックお
よびPodcast 用の形式を含みます：
Â


AAC（M4A、M4B、M4P、最大320kbps）

Â


Appleロスレス（高品質の圧縮形式）

Â


MP3（最大320kbps）

Â


MP3 可変ビットレート（VBR）

Â


WAV

Â



AA（audible.comのformat2、3、および4の朗読ファイル）
Â


AIFF

Appleロスレス形式を使ってエンコードした曲のサウンド品質は CD と同等ですが、使用する容
量はAIFF 形式またはWAV 形式を使ってエンコードした曲の約半分で済みます。AAC 形式また
はMP3形式でエンコードした場合は、さらに少ない容量で済みます。「iTunes」を使用してCD
から音楽を読み込む場合、デフォルトでAAC形式に変換されます。

Windows で「iTunes」を使用する場合は、保護されていないWMA ファイルをAAC 形式また
はMP3 形式に変換できます。これは、WMA 形式でエンコードされた音楽のライブラリがある
場合に便利です。

iPodclassicは、WMA、MPEGLayer1、MPEGLayer2のオーディオファイル、またはaudible.com
のformat1には対応していません。

「iTunes」にiPodclassicが対応していない曲がある場合は、iPodclassic が対応している形式に
変換できます。詳しくは、「iTunesヘルプ」を参照してください。

iPodclassicを理解できない言語に誤って設定してしまった場合
言語をリセットできます。

1 メインメニューが表示されるまで「メニュー」ボタンを押し続けます。

2



6番目のメニュー項目（「設定」）を選択します。

3 最後のメニュー項目（「ResetSettings」）を選択します。

4 左のメニュー項目（「Reset」）を選択し、言語を選択します。

iPodclassic のその他の設定（曲のリピートなど）もリセットされます。

参考：iPodclassic のメインメニューの項目を追加したり取り除いたりした場合（9ページの「メ
インメニューの項目を追加する／取り除く」を参照）、「設定」メニュー項目が違う場所にある場

合があります。もし「ResetSettings」メニュー項目が見つけられない場合は、iPodclassic を
オリジナルの状態に復元して、理解できる言語を選ぶことができます。62ページの「iPodソフ
トウェアをアップデートする／復元する」を参照してください。
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テレビにビデオまたは写真が表示されない
Â


iPodclassic をテレビに接続する場合、AppleComponentAVケーブルまたは
AppleCompositeAVケーブルなどの、iPodclassic専用に製造されたRCAタイプのケーブル
を使用する必要があります。ほかの類似のRCA タイプのケーブルでは機能しません。

Â テレビが正しい入力ソースのイメージを表示するように設定されていることを確認します（詳
細は、テレビに付属のマニュアルを参照してください）。

Â すべてのケーブルが正しく接続されていることを確認します（38ページの「iPodclassicに接
続したテレビでビデオを観る」を参照）。

Â


AppleCompositeAVCable の黄色の端子がテレビのビデオ端子に接続されていることを確
認します。

Â ビデオを観る場合は、「ビデオ」＞「設定」と移動し、「TV 出力」を「オン」に設定してから
もう一度試します。スライドショーを観る場合は、「写真」＞「スライドショー設定」と移動

し、「TV出力」を「オン」に設定してからもう一度試します。
Â それでも何も起こらない場合は、「ビデオ」＞「設定」（ビデオの場合）、または「写真」＞「設
定」（スライドショーの場合）と移動し、お持ちのテレビの種類に応じて、「TV 信号」を「PAL」
または「NTSC」に設定します。両方の設定を試してみてください。

システム条件を再確認したい場合
iPodclassic を使うには、次のものが必要です：
Â 次のコンピュータ構成のいずれか：

Â


USB2.0ポートを搭載したMac

Â


USB2.0またはUSB2.0カードを搭載したWindowsPC

Â 次のオペレーティングシステムのいずれか：

Â


MacOSXv10.4.9 以降

Â


WindowsVista

Â



WindowsXPHomeEditionまたはWindowsXPProfessionalEditionのServicePack2
以降

Â


iTunes7.6以降（「iTunes」はwww.apple.com/jp/ipod/startからダウンロードできます）。

お使いのWindows PCに高電力型 USB 2.0ポートがない場合は、USB2.0カードをご購入いた
だいて取り付けることができます。ケーブルおよび互換性のあるUSBカードについて詳しくは、
www.apple.com/jp/ipodを参照してください。 

Mac の場合、写真やアルバムをiPodclassicに追加するには、iPhoto4.0.3以降をお勧めします。
このソフトウェアはオプションです。お使いのMac に「iPhoto」がすでにインストールされて
いる場合もあります。「アプリケーション」フォルダを確認してください。「iPhoto4」をお持ち
の場合は、アップルメニュー（）＞「ソフトウェア・アップデート」と選択して、アップデー
トすることができます。

WindowsPC の場合、iPodclassic では、AdobePhotoshopAlbum2.0 以降およびAdobe
PhotoshopElements3.0 以降（www.adobe.co.jpから入手できます）から自動的にフォトコレ
クションを同期できます。このソフトウェアはオプションです。
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Mac とWindowsPC の両方で、コンピュータのハードディスク上のフォルダから、iPodclassic
にデジタルフォトを同期することができます。

iPodclassicをMacとWindowsPCで使う場合
現在iPodclassic をMac で使っていて、今後はWindowsPC で使いたい場合は、PC で使える
ように、iPodソフトウェアを復元する必要があります（62ページの「iPodソフトウェアをアッ
プデートする／復元する」を参照）。iPodソフトウェアを復元すると、すべての曲を含むすべて
のデータがiPodclassicから消去されます。

iPodclassic のデータをすべて消去せずに、Mac で使用しているiPodclassic をWindowsPC で
使用するように切り替えることはできません。

iPodclassicの画面をロックしたが解除できない
通常は、使用権限のあるコンピュータにiPodclassic を接続することができる場合、iPodclassic
は自動的にロックを解除します。お使いのiPodclassicと使用する権限のあるコンピュータがな
い場合には、iPodclassicをほかのコンピュータに接続し、「iTunes」を使用してiPodソフトウェ
アを復元できます。詳しくは、次のセクションを参照してください。

画面ロックの番号を変更したいけれど、現在の番号を思い出せない場合は、iPod ソフトウェア
を復元してから、新たに番号を設定する必要があります。

iPodソフトウェアをアップデートする／復元する
「iTunes」を使用して、iPod ソフトウェアをアップデートする／復元することができます。
iPodclassic をアップデートして、最新のソフトウェアをお使いいただくことをお勧めします。
また、ソフトウェアを復元することもできます。復元した場合には、iPodclassic はオリジナル
の状態に戻ります。

Â アップデートを選んだ場合は、ソフトウェアがアップデートされますが、お使いの設定と曲は
影響を受けません。

Â 復元を選んだ場合は、曲、ファイル、アドレスデータ、写真、カレンダー情報、その他のデー
タなど、すべてのデータがiPodclassic から消去されます。iPodclassic の設定はすべてオリ
ジナルの状態に復元されます。

iPodclassicをアップデートする／復元するには： 
1 お使いのコンピュータがインターネットに接続していることと、最新版の「iTunes」ソフトウェ
アがインストールされていることを確認してください（www.apple.com/jp/ipod/start からダ
ウンロードできます）。

2



iPodclassic をコンピュータに接続します。

3 「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択して、「概要」タブをクリックします。

「バージョン」セクションで、iPodclassicが最新の状態か、新しいバージョンのソフトウェアが
必要かを確認します。

4 「アップデート」（MacOSXの場合）または「更新」（Windowsの場合）をクリックして、最新
バージョンのソフトウェアをインストールします。
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5 必要な場合は、「復元」をクリックしてiPodclassicをオリジナルの設定に戻します（これにより
iPodclassic のすべてのデータが消去されます）。画面の説明に従って復元操作を完了します。
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7 安全にお使いいただくための注意点と
清掃方法

以下に記載されている、アップルのiPod の安全性および取り扱いに
関する重要な情報をお読みください。

「iPod 安全ガイド」およびお使いのiPod の機能ガイドは、いつでも参照できる場所に保管して
おいてください。

安全性に関する重要な情報

iPodを取り扱う：iPod を曲げたり、落としたり、ぶつけたり、穴を開けたり、燃やしたり、開
けたりしないでください。

水中や水気のある場所、湿気の多い場所を避ける：雨の中や洗面台の近くなど、液体のある場所
でiPodを使用しないでください。iPodに食べ物や液体をこぼさないよう注意してください。iPod
を濡らしてしまった場合は、すべてのケーブルを取り外し、iPod の電源を切って、ホールドス
イッチ（ある場合）をホールドの位置に切り替えてから、水気を拭き取ってください。完全に乾

くまで、電源は入れないでください。

iPod を修理する：絶対にiPod を自分で修理しないでください。iPod には、お使いの方がご自
身で修理できる部品はありません。修理に関する情報については、「iTunes」の「ヘルプ」メ
ニューから「iPod ヘルプ」を選択するか、www.apple.com/jp/support/ipod を参照してくだ
さい。iPod 内の充電式バッテリーの交換は、必ずアップル正規サービスプロバイダに依頼して
ください。バッテリーについて詳しくは、www.apple.com/jp/batteriesを参照してください。

± 負傷を避けるため、iPodをお使いになる前に、以下の安全性に関する指示、および
操作方法をよくお読みください。

警告：以下の安全性に関する指示を守らないと、火災、感電、その他の負傷や損害を招くおそ
れがあります。
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AppleUSB電源アダプタ（別売）を使用する：AppleUSB電源アダプタ
（www.apple.com/jp/ipodstoreで別途購入できます）を使ってiPodを充電する場合は、コンセ
ントに差し込む前に、電源アダプタが完全に組み立てられていることを確認してください。確認

後、AppleUSB電源アダプタをコンセントにしっかりと差し込んでください。濡れた手でApple
USB電源アダプタを抜き差ししないでください。また、iPodを充電するときは、アップルのiPod
電源アダプタ以外の電源アダプタは使用しないでください。 

iPodUSB 電源アダプタは、通常の使用中でも熱くなることがあります。常に、iPodUSB電源ア
ダプタの周りには十分な換気空間を設けるようにし、電源アダプタに触れる際には十分に注意し

てください。

以下のいずれかの場合には、iPodUSB電源アダプタをコンセントから抜いてください：
Â 電源コードまたはプラグが擦り切れたり損傷したりした場合。

Â アダプタが、雨、液体、または過度の湿気にさらされた場合。

Â アダプタのケースが損傷した場合。

Â アダプタを修理する必要があると思われる場合。

Â アダプタを清掃する場合。

聴覚の損傷を避ける：ハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを大音量で使用すると、聴覚を
損なうおそれがあります。音量は適切なレベルに設定してください。大音量で再生を続けている

と、耳が慣れ、通常の音量のように聴こえることがありますが、聴覚が損なわれている可能性が

あります。耳鳴りがする場合や話がよく聞こえない場合は、聴くのを中止して、聴力検査を受け

てください。音量が大きい程、聴覚に影響を受けるまでの時間が早くなります。聴覚の専門家は、

次のような方法で聴覚を保護することを勧めています：

Â 大音量でハンズフリーヘッドセットやヘッドフォンを使用する時間を制限します。

Â 周囲の騒音を遮断する目的で音量を上げることを避けます。

Â 近くで人が話す声が聞こえない場合には、音量を下げます。

iPod の最大音量の制限を設定する方法については、29ページの「最大音量の制限を設定する」
を参照してください。

ヘッドフォンを安全に使用する：乗り物を運転しながらのヘッドフォンの使用は、大変危険です。
自動車の運転中は特に注意してください。乗り物の運転やその他注意が必要な作業を行っている

ときに、iPodの再生によって注意力が妨げられると感じたときは、再生を中止してください。

発作、失神、および目の疲れを避ける：発作や失神を起こしたことがある場合、または、それら
の症状の病歴を持つ人が家族にいる場合は、iPod でビデオゲーム（利用できる場合）をする前
に、医師に相談してください。以下の症状が起きた場合は使用を中止し、医師の診察を受けてく

ださい： 発作、目や筋肉のけいれん、意識の喪失、不随意運動、または見当識障害など。iPod で
ビデオを見たりゲームをしたりするときは（これらの機能を利用できる場合）、目の疲れを防ぐ

ために、長時間の使用を避け、休憩をとってください。





66 第7章    安全にお使いいただくための注意点と清掃方法



取り扱いに関する重要な情報

iPodを持ち運ぶ：iPodには、ハードディスクドライブなど、精密部品が内蔵されています。iPod
を曲げたり、落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。iPod をかすり傷などか
ら保護したい場合は、市販のケースを別途購入して、使用することができます。

コネクタとポートを使用する：コネクタは、ポートに無理に押し込まないでください。ポートに
障害物がないか確認してください。コネクタとポートを簡単に接続できない場合は、それらの形

状が一致していない可能性があります。コネクタとポートの形状が一致していることを確認し、

ポートに対して正しい向きでコネクタを差し込んでください。

適切な温度の範囲内でiPod を扱う：iPod は、温度が0°C～35°C（32°F ～95°F）に保た
れた場所で使用してください。低温の状態では、iPod の再生時間が一時的に短くなることがあ
ります。

iPodは、温度が-20°C～45°C（-4°F ～113°F）に保たれた場所に保管してください。駐車
した車の中の温度はこの範囲を超えることがあるので、iPod を車の中に置いたままにしないで
ください。

iPod の使用中またはバッテリーの充電中は、iPod がやや熱を持ちますが、これは異常ではあり
ません。iPodの外装には、装置内部の熱を外部の空気で冷却する機能があります。

iPodの外側を清掃する：iPod を清掃するときは、すべてのケーブルを取り外し、iPod の電源を
切って、ホールドスイッチ（ある場合）をホールドの位置に切り替えてください。その後、柔ら

かくけば立たない布を水で湿らせて使用してください。開口部に水が入らないように注意してく

ださい。iPod を清掃するために、窓ガラス用洗剤、家庭用洗剤、スプレー式の液体クリーナー、
有機溶剤、アルコール、アンモニア、研磨剤は使用しないでください。

iPodを適切に廃棄する：iPod の適切な廃棄方法、およびその他の法規制の順守に関する重要な
情報については、68ページの「法規制の順守に関する情報」を参照してください。

注意:以下の取り扱いに関する指示を守らないと、 iPodまたはその他の部品の損傷を招くお
それがあります。
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8 その他の情報、サービス、サポート

オンスクリーンヘルプおよびインターネットで、iPodclassicの詳し
い使いかたを調べることができます。

次の表には、iPod 関連のソフトウェアとサービスに関する詳しい情報の参照先をまとめてあり
ます。

知りたい内容 手順

サービスとサポート情報、ディス
カッション、チュートリアル、
およびアップルのソフトウェアダウ
ンロード

次を参照してください：www.apple.com/jp/support/ipod

「iTunes」を使用する 「iTunes」を開き、「ヘルプ」＞「iTunesヘルプ」と選択します。
「iTunes」のオンラインチュートリアル（一部の地域でのみ利用可能です）
については、次にアクセスしてください：
www.apple.com/jp/support/itunes

「iPhoto」を使用する
（MacOSXの場合）

「iPhoto」を開き、「ヘルプ」＞「iPhotoヘルプ」と選択します。

「iSync」を使用する
（MacOSXの場合）

「iSync」を開き、「ヘルプ」＞「iSyncヘルプ」と選択します。

「iCal」を使用する
（MacOSXの場合）

「iCal」を開き、「ヘルプ」＞「iCalヘルプ」と選択します。

iPodclassicの最新情報 次を参照してください：www.apple.com/jp/ipod

iPodclassicのユーザ登録をする iPodclassic のユーザ登録を行うには、お使いのコンピュータに「iTunes」
をインストールし、iPodclassicを接続します。

iPodclassicのシリアル番号を
確認する

iPodclassic の背面を確認するか、「設定」＞「情報」と選択して、「セン
ター」ボタンを押します。または、iPodclassicをコンピュータに接続して
いるときに、「iTunes」のソースリストでiPodclassicを選択し、「設定」タ
ブをクリックしてください。

保証サービスを受ける まず、この冊子、オンスクリーンヘルプ、およびオンライン参考情報の指

示に従ってください。それから、次にアクセスしてください：
www.apple.com/jp/support/ipod/service





68 



法規制の順守に関する情報

FCCComplianceStatement



Thisdevicecomplieswithpart15oftheFCCrules.
Operationissubjecttothefollowingtwoconditions:
(1)Thisdevicemaynotcauseharmfulinterference,
and(2)thisdevicemustacceptanyinterference
received,includinginterferencethatmaycause
undesiredoperation.Seeinstructionsifinterference
toradioorTVreceptionissuspected.



RadioandTVInterference



Thiscomputerequipmentgenerates,uses,andcan
radiateradio-frequencyenergy.Ifitisnotinstalledand
usedproperly—thatis,instrictaccordancewith
Apple’sinstructions—itmaycauseinterferencewith
radioandTVreception.

Thisequipmenthasbeentestedandfoundtocomply
withthelimitsforaClassBdigitaldevicein
accordancewiththespecificationsinPart15ofFCC
rules.Thesespecificationsaredesignedtoprovide
reasonableprotectionagainstsuchinterferenceina
residentialinstallation.However,thereisnoguarantee
thatinterferencewillnotoccurinaparticular
installation.

Youcandeterminewhetheryourcomputersystemis
causinginterferencebyturningitoff.Ifthe
interferencestops,itwasprobablycausedbythe
computeroroneoftheperipheraldevices.

Ifyourcomputersystemdoescauseinterferenceto
radioorTVreception,trytocorrecttheinterferenceby
usingoneormoreofthefollowingmeasures:
Â



TurntheTVorradioantennauntiltheinterference
stops.

Â



Movethecomputertoonesideortheotherofthe
TVorradio.

Â



MovethecomputerfartherawayfromtheTVor
radio.

Â



Plugthecomputerintoanoutletthatisona
differentcircuitfromtheTVorradio.(Thatis,make
certainthecomputerandtheTVorradioareon
circuitscontrolledbydifferentcircuitbreakersor
fuses.)

Ifnecessary,consultanAppleAuthorizedService
ProviderorApple.Seetheserviceandsupport
informationthatcamewithyourAppleproduct.Or,
consultanexperiencedradio/TVtechnicianfor
additionalsuggestions.



Important:Changesormodificationstothisproductnot
authorizedbyAppleInc.couldvoidtheEMC
complianceandnegateyourauthoritytooperatethe
product.

ThisproductwastestedforEMCcomplianceunder
conditionsthatincludedtheuseofAppleperipheral
devicesandAppleshieldedcablesandconnectors
betweensystemcomponents.

ItisimportantthatyouuseAppleperipheraldevices
andshieldedcablesandconnectorsbetweensystem
componentstoreducethepossibilityofcausing
interferencetoradios,TVsets,andotherelectronic
devices.YoucanobtainAppleperipheraldevicesand
thepropershieldedcablesandconnectorsthroughan
AppleAuthorizedReseller.Fornon-Appleperipheral
devices,contactthemanufacturerordealerfor
assistance.

Responsible party (contact for FCC matters only):
AppleInc.ProductCompliance,1InfiniteLoop
M/S26-A,Cupertino,CA95014-2084,408-974-2000.



IndustryCanadaStatement



ThisClassBdevicemeetsallrequirementsofthe
Canadianinterference-causingequipmentregulations.



CetappareilnumériquedelaclasseBrespectetoutesles

exigencesduRèglementsurlematérielbrouilleurduCanada.



VCCIクラスB基準について

KoreaClassBStatement
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Russia

EuropeanCommunity

廃棄とリサイクルに関する情報
お使いのiPod を廃棄する際は、地域法および条例に従っ
て適切に処分してください。この製品にはバッテリーが内
蔵されているため、家庭廃棄物とは分けて廃棄する必要が
あります。お使いのiPod が製品寿命に達した場合は、リ
サイクルの方法についてアップルまたは地方自治体にお問
い合わせください。

アップルのリサイクルプログラムについては、次のWeb
サイトを参照してください：
www.apple.com/jp/environment/recycling



Deutschland:  DiesesGer ät enth äl tBatterien.Bittenicht
indenHausm


ül


lwerfen.EntsorgenSiediesesGer


ät


es

amEndeseinesLebenszyklusentsprechendder
maßgeblichengesetzlichenRegelungen.



Nederlands:Gebruiktebatterijenkunnenworden
ingeleverdbijdechemokarofineenspeciale
batterijcontainervoorkleinchemischafval(kca)
wordengedeponeerd.



China:

Taiwan:

EuropeanUnion—DisposalInformation:

Thissymbolmeansthataccordingtolocallawsand
regulationsyourproductshouldbedisposedof
separatelyfromhouseholdwaste.Whenthisproduct
reachesitsendoflife,takeittoacollectionpoint
designatedbylocalauthorities.Somecollectionpoints
acceptproductsforfree.Theseparatecollectionand
recyclingofyourproductatthetimeofdisposalwill
helpconservenaturalresourcesandensurethatitis
recycledinamannerthatprotectshumanhealthand
theenvironment.

環境向上への取り組み
アップルでは、事業活動および製品が環境に与える影響を
できる限り小さくするよう取り組んでいます。

詳しくは、次の Webサイトを参照してください：
www.apple.com/jp/environment



©2008AppleInc.Allrightsreserved.Apple、Appleロゴ、FireWire、iCal、
iLife、iPhoto、iPod、iPodSocks、iTunes、Mac、Macintosh、およびMac
OSは、米国その他の国で登録されたAppleInc.の商標です。Finder、
FireWireロゴ、およびShuffleは、AppleInc.の商標です。iTunesStoreは
AppleInc.のサービスマークです。本書に記載のその他の社名、商品名は、
各社の商標または登録商標である場合があります。

本書に記載の他社商品名は参考を目的としたものであり、それらの製品の使

用を強制あるいは推奨するものではありません。また、AppleInc.は他社製
品の性能または使用につきましては一切の責任を負いません。すべての同意、

契約、および保証は、ベンダーと将来のユーザとの間で直接行われるものと

します。本書には正確な情報を記載するように努めました。ただし、誤植や

制作上の誤記がないことを保証するものではありません。

この書類に記載の製品には著作権保護技術が採用されており、同技術は
MacrovisionCorporationおよびその他が保有する米国特許およびその他の
知的財産権により保護されています。この著作権保護技術の使用には、
MacrovisionCorporationの許諾が必要です。また、Macrovision
Corporationの許諾なしに、家庭内や限られた範囲での視聴目的以外に使用
することはできません。リバースエンジニアリングや逆アセンブルは禁止さ

れています。

米国特許番号4,631,603、4,577,216、4,819,098 および4,907,093における装
置クレームは限られた範囲での視聴目的に限り使用許諾されています。
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